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　（１）理事会

開催年月日

定数
(理事６人)
（監事２人）
出席者数

決 議
（可否）

令和5年 理事　７人

6月9日 監事　２人

可

可
可

可

令和5年 理事　７人

6月26日 監事　２人 可
可

令和５年 理事　８人
12月11日 監事　２人 可

（書面決議）

令和５年 理事　８人
12月22日 監事　１人 可

可

可

令和６年 理事　８人
3月7日 監事　１人 可

可

可
可

可

令和６年 理事　７人

3月25日 監事　２人 可
可

可
可

　（２）評議員会

開催年月日
定数
（9人)

出席者数

決 議
（可否）

令和５年 評議員 ７人

6月26日 可
可

令和５年 評議員 ８人
12月22日 可

令和６年 評議員 ９人

3月25日 可

令和６年 評議員 ９人
3月25日 可

可
可

・２０２２年度事業報告について

（第２回評議員会）

２．理事・監事の選任について 水谷　平

　（報告事項） 西村　武博

３．２０２４年度予算の承認について

（第４回評議員会）
１．２０２３年度補正予算の承認について なし

２．２０２４年度事業計画の承認について

１．２０２３年度補正予算の承認について （評議員）

北川　伊久男

（第３回評議員会）

１．監事の選任ついて なし

欠席者
氏 名

（定時評議員会）

１．２０２２年度決算報告について （評議員）

議　　　事

３．２０２４年度事業計画の承認について
４．２０２４年度予算の承認について

（第６回）

１．２０２３年度補正予算の承認について
２．障害者支援施設清湖園の定員変更及び運営規程の変更について 　　なし

２．各種規程の変更について

３．運営規程の変更について
４．評議員会の招集及び議案概要の承認について

５．役員等賠償責任保険の締結について

（第５回）

（第４回）
１．２０２３年度補正予算の承認について （監事）

２．給与規程の変更について 松本　良平

１．監事の選出について 　　なし

（第３回）

３．運営規程の変更について

１．評議員会の招集及び議案概要の承認について 　　　なし

２．評議員候補者の選出について 池田　敦子

２０２３年度　社会福祉法人ゆたか会　事業報告

自　２０２３年　４月　１日　　　　至　２０２４年　３月３１日

２０２３年度　理事会・評議員会　　議事審議事項

議　　　事
欠席者
氏 名

（第１回）

３．人材確保対策に伴う外国人留学生への措置について
４．評議員選任・解任委員の辞任及び選任について

５．定時評議員会の招集及び議案概要の承認について

１．２０２２年度度事業報告について
可

　　　なし

　　　（業務執行理事による職務執行状況報告）
２．２０２２年度決算報告について

（第２回）

１．理事長及び業務執行理事並びに常務理事の選定について （理事）
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２０２３年度　　経営状況

（１）法人単位　資金収支・事業活動の状況

　　　別紙　決算報告（要約報告版）参照

（２）事業運営の概況

　・事業総数 28 事業

　・職員総数　 271 名 (採用者　23名　　　　常勤  7名、非常勤16名）

(3/31現在　3/31退職者含む） （前年比：83.6％） (退職者　29名　　　　常勤19名、非常勤10名）

　・利用者総数 （１日当りのサービス提供延人数（概算）） （年間延 推計） ※やまゆりの里除く

高齢者 172 名　（前年比：104.8％） 名　（前年比：106.9％）

障害者 113 名　（前年比：91.1％） 名　（前年比：98.0％）

　・サービス活動収益計 円　（前年比：78.8％）

　　　拠点別の事業種別、定員等は　別紙　組織図 参照

（３）借入金の状況

0

2023年度末借入残高 208,726,000 20,000,000 21,991,000 111,592,000 7,980,000 47,163,000

2023年度借入金額 20,000,000 20,000,000 0 0 0

50,007,000

2023年度元金償還額 63,886,000 40,000,000 8,004,000 9,048,000 3,990,000 2,844,000

2023年度当初借入残高 252,612,000 40,000,000 29,995,000 120,640,000 11,970,000

ほろん

　現有借入当初金額 430,000,000 40,000,000 40,000,000 200,000,000 80,000,000 70,000,000

法人全体 本部 清風荘 さわの風 清湖園

63,842

44,529

1,196,253,426

（単位：円）
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報告事項 

理事長及び業務執行理事の職務執行状況報告 

（自 2023 年 4 月 1 日  至 2024 年 3 月 31 日） 
 

定款第１９条第３項の規定に基づき、理事長及び業務執行理事の職務執行状況について次のとおり報告する 
 
１、杉橋理事長 

適宜、事務局から報告を受け、理事長専決規程及びその他関連規程に基づき、次の職務を行った 

通 年 

・業務の執行状況の報告に関すること 
・特に重要な外部への文書発信、協議書の締結 
・特に重要な事業等の実施、予算の執行 

４月 ・新任式、辞令交付式の開催 

５月 ・２０２３年度第１回理事会の招集 
・２０２３年度定時評議員会の招集 

６月 ・監事監査の運営 
・２０２３年度第１回理事会の運営 
・２０２３年度定時評議員会の運営 
・２０２３年度第２回理事会の運営 
・評議員選任･解任委員会の招集 
・行政庁への２０２２年度事業報告等の提出、現況報告等の情報の公表 

７月 ・評議員選任･解任委員会の運営 

１１月 ・２０２３年度第３回理事会の提案と運営 

１２月 
・２０２３年度第４回理事会の招集と運営 
・２０２３年度第２回評議員会の招集と運営 

１月 ・永年勤続表彰式を開催 

２月 ・２０２３年度第５回理事会の招集 

３月 

・２０２３年度第５回理事会の運営 
・２０２３年度第３回評議員会の招集と運営 
・２０２３年度第６回理事会の招集と運営 
・２０２３年度第４回評議員会の招集と運営 

 

２、山川常務理事 
適宜、事務局から報告を受け、職務分掌規程及びその他関連規程に基づき、理事長を補佐すると

ともに次の職務を行った 
尚 この期間、決裁及び委任規程に基づく専決行為は行っていない 

通 年 

・事業計画に定めた事業等の実施及び予算の執行 
・理事会、評議員会、評議員選任･解任委員会への出席 
・運営委員会等の重要会議への出席 
・法人及び各事業所の採用面接、事業所内調整会議への出席 
・職員の教育、研修、渉外に関すること 

 

３、吉田理事 
適宜、事務局から報告を受け、職務分掌規程及びその他関連規程に基づき、理事長を補佐すると

ともに次の職務を行った 
尚 この期間、決裁及び委任規程に基づく専決行為は行っていない 

通 年 

・事業計画に定めた事業等の実施及び予算の執行 
・理事会、評議員会への出席 
・運営委員会等の重要会議への出席 
・法人内リスクマネジメント委員会へ担当ＧＭとして出席 
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　ゆたか会 事業収入状況 2024年 3月31日現在

　待機者の状況

市町名 男 女 計 市町名 男 女 計 市町名 男 女 計

大 津 市 2 5 7 大 津 市 5 4 9

草 津 市 0 草 津 市 2 1 3

守 山 市 1 1 守 山 市 1 1 2
栗 東 市 1 1 栗 東 市 2 2

野 洲 市 0 野 洲 市 1 1

甲 賀 市 0 甲 賀 市 1 3 4
湖 南 市 0 湖 南 市 6 1 7

東 近 江 市 0 東 近 江 市 3 3 6

近 江 八 幡 0 近 江 八 幡 1 1
日 野 町 0 日 野 町 1 1
竜 王 町 0 竜 王 町 0

彦 根 市 0 彦 根 市 2 3 5

愛 荘 町 0 愛 荘 町 1 1 2
豊 郷 町 0 豊 郷 町 0

甲 良 町 0 甲 良 町 0

多 賀 町 0 多 賀 町 0
米 原 市 0 米 原 市 2 1 3
長 浜 市 1 2 3 長 浜 市 7 4 11

今 津 町 4 16 20 今 津 町 1 1 2 今 津 町 0

マ キ ノ 町 5 10 15 マ キ ノ 町 5 5 10 マ キ ノ 町 2 1 3
朽 木 0 朽 木 0 朽 木 0

新 旭 町 6 6 12 新 旭 町 1 1 新 旭 町 1 1 2

安 曇 川 町 10 8 18 安 曇 川 町 1 1 2 安 曇 川 町 4 4
高 島 町 2 6 8 高 島 町 1 1 2 高 島 町 1 1

他 府 県 2 4 6 他 府 県 0 他 府 県 1 1

合 計 33 58 91 合 計 8 9 17 合 計 40 28 68

施設＋ショート 417,922,454 428,585,733 428,034,943 434,804,745

　清 風 荘
2019年度事業収益

（令和元年度）
2020年度事業収益

（令和２年度）
2021年度事業収益

（令和３年度）
2023年度事業収益

（令和５年度）

合　　計 417,922,454 428,585,733 428,034,943 434,804,745
デイサービス

　さわの風 2019年度事業収益 2020年度事業収益 2021年度事業収益 2023年度事業収益

当期活動増減差額 △21,159,549 19,325,282 △18,315,613 △28,667,715 

小規模多機能型居宅介護 34,155,839 30,606,741 45,660,524 51,757,88950,814,097
施設＋ショート 137,818,459 145,012,164 151,037,307 154,051,067

当期活動増減差額 △26,620,695 △26,307,657 △6,950,924 △8,599,552 △10,249,174 
合　　計 171,974,298 175,618,905 196,697,831 205,808,956206,664,847

施設＋ショート 238,778,421 242,604,025 254,966,376 5,147,419264,670,475
　やまゆりの里 2019年度事業収益 2020年度事業収益 2021年度事業収益 2023年度事業収益2022年度事業収益

ホームヘルプ
デイサービス 24,747,747 21,317,137 24,940,737 462,40923,283,637

合　　計 269,642,128 269,946,372 286,953,765 5,609,828294,803,831
居宅介護支援 6,115,960 6,025,210 7,046,652 06,849,719

　ケアハウスじゅらく 2019年度事業収益 2020年度事業収益 2021年度事業収益 2023年度事業収益2022年度事業収益

当期活動増減差額 △10,326,925 1,760,178 3,431,769 △27,513,364 14,740,929

当期活動増減差額 3,233,147 2,210,002 1,576,477 △1,195,937 △1,853,917 
ケアハウス 34,635,772 34,946,570 33,074,964 35,218,64733,935,216

施設＋ショート＋日中一時 145,876,567 146,201,371 146,005,958 129,104,721140,657,557
　清 湖 園 2019年度事業収益 2020年度事業収益 2021年度事業収益 2023年度事業収益2022年度事業収益

合　　計 398,716,794 392,135,757 392,872,067 351,828,537381,751,375
生活介護 252,840,227 245,934,386 246,866,109 222,723,816241,093,818

　在宅福祉サービスほろん 2019年度事業収益 2020年度事業収益 2021年度事業収益 2023年度事業収益2022年度事業収益

当期活動増減差額 43,733,005 13,456,843 38,809,862 △3,405,270 15,635,886

就労移行支援・定着支援・生活介護 16,143,147 8,809,656 8,415,122 10,403,9157,439,831
就労継続支援Ｂ型 41,304,344 40,592,310 37,078,258 34,163,34736,066,592

居宅介護支援 7,240,510 7,546,030 7,614,005 8,759,2717,136,728
ホームヘルプ 50,645,507 52,737,887 50,684,466 49,735,09649,352,651

合　　計 151,310,376 147,481,509 141,214,846 142,737,490139,122,243
その他事業 35,976,868 37,795,626 37,422,995 39,675,86139,126,441

2021年度事業収益 2023年度事業収益2022年度事業収益

当期活動増減差額 △10,631,856 3,614,965 △5,810,890 △6,574,393 △4,798,479 

4112
雇用安定等事業 17,713,372 16,365,400 18,015,042 19,818,99620,520,696

△51,809,335 7,642,029

総事業収入計（本部拠点除く） 1,461,915,194 1,465,080,246 1,496,863,458 1,195,827,1991,516,460,772

清風荘 さわの風 清湖園

2022年度事業収益
（令和４年度）

439,662,564

439,662,564
△13,807,943 

2022年度事業収益
155,850,750

当期活動増減差額（本部拠点含む） △3,127,170 18,407,724 27,188,442

当期活動増減差額 2 11 7

　雇用安定等事業 2019年度事業収益 2020年度事業収益
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改正社会福祉法　第５５条の２第１項に基づく「社会福祉充実残額」について

　・２０２３年度決算数値において、
　社会福祉充実残額（余裕財産）は発生しない。（下記のとおり）

①活用可能な財産　　＝ 857,812,173 円

項　　目 金　　額
資産（a） 2,575,257,242
負債（b） 475,156,914
基本金（c） 335,269,573
国庫補助金等特別積立金（d） 907,018,582

合計（a－b－c－d） 857,812,173

②社会福祉法に基づく事業に活用している不動産額　＝ 125,879,524 円

項　　目 金　　額
財産目録における貸借対照表価額（a） 1,530,795,733
対応負債合計（b） 211,811,000 ※
対応基本金（c） 286,086,627 ※
国庫補助金等特別積立金（d） 907,018,582

合計（a－b－c－d） 125,879,524

③再取得に必要な財産 1,203,373,668 円

項　　目 金　　額
将来の建替費用（a） 536,700,817
大規模修繕に必要な費用（b） 171,418,218
設備・車輌等の更新に必要な費用（c） 495,254,633

合計（a＋b＋c） 1,203,373,668

④必要な運転資金 302,502,690 円

項　　目 金　　額
年間事業活動支出　　1,210,010,763円　　3ヶ月分 302,502,690

⑤控除対象財産計（②＋③＋④）　　　＝ 1,631,755,882 円

⑥社会福祉充実残額（余裕財産）（①－⑤） △ 773,940,000 円

※内訳

　　②社会福祉法に基づく事業に活用している不動産額
（ｂ）対応負債合計 211,811,000 円

　　　　１年以内返済予定設備資金借入金 23,886,000 円
　　　　１年以内返済予定リース債務 4,860,000 円
　　　　設備資金借入金 164,840,000 円
　　　　リース債務 18,225,000 円

（ｃ）対応基本金 286,086,627 円

　　　　第１号基本金 283,086,627 円
　　　　第２号基本金 3,000,000 円



- 6 - 

 

 
  

金　銭

利用者、家族 さわの風 てるてる工房 １００，０００円

ほろん 前川　智春 ３，９００円

その他 清風荘 石井　隆夫 ５００，０００円

６０３，９００円　

（　２０２２年度受領額合計 １７０，８２０円　）

（　２０２1年度受領額合計 １８，５０７，８２７円　）

（　２０２０年度受領額合計 ８６５，０００円　）

（　２０１９年度受領額合計 １１，６１５，０００円　）

（　２０１８年度受領額合計 ２，４６５，０００円　）

物　品

利用者、家族 栗本　正子 米　３０ｋｇ

青木　悦子 米　３０ｋｇ

曽根　博 米　３０㎏

桂田　義直 米　６０㎏

伊丹　みつ子 米　９０㎏

高木　ふみ 米　３０㎏

谷口　とみ 西瓜　３玉

粟津　ことゑ 西瓜　２玉

個　人 鳥居　庄市 米　３０㎏ 、もち米 ３０㎏

寺田　藤一 米　３０㎏

その他 通安寺 仏教婦人会 鶏卵　３０２個

高島組仏教婦人会連盟 ハンドタオル　２箱

株式会社 桑原組 ウィングアップ自走式車椅子　２台

寄 附 金 品　受 領　　一 覧 表

自　２０２３年　４月　１日　　　至　２０２４年　３月３１日

年間合計　法人全体金銭寄附受領額
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２０２３年度 

  ゆたか会事業報告     施設名   法人委員会・事務センター    

法 
 

人 
 

委 
 

員 
 

会 

取組事項 実 施 状 況 

１.法人運営関係 

運営委員会 

（主な協議事項） 

４月 中期経営計画の見直し、賞与支給について 
５月  物価高騰に伴う経費削減対策について 
６月 給与規程、資格取得助成規程改定について 
７月 物価高騰に係る給食費（支援金）、資金運用

（ソニー生命）について 
８月 中期経営計画（拠点会議報告）について 
９月 最低賃金の改定に伴う対応、利用者からの 

徴収する費用について 
10 月 人事異動、冬期賞与について 
11 月 給与規程の変更、福祉避難所協定について 
12 月 人事異動について 
１月 各種規程の変更について 
２月 パートタイム職員の雇用契約について 
３月 新規プロジェクト、法人ロゴ変更について 

２.要望等解決委員会  

（委員長：吉澤知子） 

・委員会 2 回開催 第 1 回 7/12 計 20 名参
加。前年度各拠点の要望等受付状況の報告及び研
修を実施 テーマ～カスタマーハラスメントに
ついて～ 講師 古山隼也氏 

・第 2 回 2/19 計 22 名参加。今年度要望受付
状況の報告および質疑応答、第三者委員との連携
について協議 

・法人内委員会 2 回開催 第 1 回 6/21 12 名
参加 前年度報告、新しい規定の流れ確認、
7/12 研修内容について 

・第 2 回 1/17 13 名参加。今年度報告、全体
会議への議題検討 第三者委員との活用につ
いて意見交換する 

３.リスクマネジメント

委員会 

（委員長：善積 務） 

・委員会 5 回開催 6/23、8/18、10/25、
12/22、3/11（出席者：各拠点担当者 8 名 ） 

（内容）各拠点内での事故、ヒヤリハット等の共有
と各事業所が抱える課題について意見交換 

・防犯対策研修会の開催 

開催日時：R5.3.11 
場所：ほろん 1 階事務所、参加者 24 名 

高島警察署ご協力のもと、日中に不審者が館内
に侵入してきた時の対応訓練と簡単な護身術を
ご指導いただいた 

４.研修委員会 

(委員長：古谷仁美) 

・委員会 1２回開催 
・介護福祉士実務者研修ゆたか会カレッジ 

法人内部生 6 名、外部 6 名 
 

・新任職員研修（４月、10 月、3 月）3 名 
・リーダー研修（年４回開催）１５名 
・フォローアップ研修（7 月７名、1 月 7 名） 

・キャリア研修（2 月）5 名 

５.衛生委員会 

(委員長：山﨑かおり) 

・委員会 毎月開催 産業医、委員長、各施設の衛
生管理者、各施設の職場代表 合計 11 名の委員
で構成 

4 月 年度計画について 職員健康診断（全職員） 
5 月 職場巡視について 
6 月 研修「食中毒予防について」高島保健所 
7 月 勤務形態について 
8 月 新型コロナ 5 類移行後の対応について 

9 月 インフルエンザ予防接種について 
10 月 メンタルヘルス研修 高島保健所 
11 月 感染症発生状況について 
12 月 頭虱について 
1 月 新型コロナ感染症の情報共有について 

    職域ＰＣＲ（滋賀県調査協力） 
2 月 ストレスチェックについて 
3 月 職場巡視の方法について見直し 

６.防災対策 

（BCP）委員会 

(委員長：内藤佑介) 

委員会開催１２回、出席者：山本理事、各拠点担
当者 1２名。BCP 作成の進捗確認、防災訓練等意
見交換・情報共有をする 
 

5/26 水害想定訓練 
10/27 地震 BCP 訓練（暫定期）、職員 38 名、外
部 28 名の参加 各拠点避難訓練への参加と助言
指導 

７.広報・採用企画 

プロジェクト 

㈱bokumin と採用ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ再構築、未来構想活動 
・市内企業と連携し、高島市まちづくりインターン

シップを実施（9 月） 
・インスタグラム・フェイスブックを活用した広

報活動を実施 
・学校訪問（青池学園） 
・おっきん椋川、今津柿まつりに参加 

・ふくしデザインゼミ、未来のジャムに参加 
・FACE to FUKUSHI（福祉業界志望学生就活事

業）に参加 2/22 オンラインで 7 名と対話し、
説明会及びエントリーの選考フローを連携し実
施 

・学卒サイト（マイナビ）の更新及び改善 
・フィロソフィーブックとして法人パンフレット

を作成 

 
 

 
 

 
 

 
 

事 

務 

セ 

ン 

タ 

ー 

 

１.総務係 

・修繕計画に基づく修繕費率 4３.６％ 
 年間目標 62,700 千円 実績 27,336 千円 
・ＢＣＰ、避難訓練、消火訓練（消火器・消火栓）、  

防災講習、救命講習等を防災対策委員会および各
施設と連携し実施 

・各種設備法定点検、日常的修繕作業、除雪作業等 

・規程（就業規則、給与規程、役割・等級規程、 
人事考課規程、運営規程（さわの風、清湖園、 
他事業）の改定 

・労働衛生関係：ストレスチェック、雇入れ及び定
期健康診断、インフルエンザ予防接種の実施 

・年末調整、住民税に関する申請の電子化 

２.人事係 

・採用退職：（採用：常勤７名・非常勤１６名、退職：
常勤１９名・非常勤１０名） 

・障害者雇用率：3.0％ ・高齢者雇用率：22.9％ 
・離職率：（常勤）12.3％／（非常勤）8.7％ 
・有給休暇取得率：（全体）78.4％ 
  （一斉付与）76.8％／（都度）86.2％ 
・労災発生件数：６件（転倒、腰痛等） 
・傷病休暇：６件 
・育児休暇：育児休暇４人、育児短時間２人 
・介護休暇：２人 
・人材開発支援助成金（介護職員実務者研修・喀痰 

吸引研修）を受給 実績 536,900 円 
・行政や地域が主催する就職説明会へ延４回（対面
式開催）参加 

・高島市内の各業界企業が参画する地元高校生を
対象とした地元企業と将来の自らのＬＩＦＥを
考えるフェアに参加 

・採用後の職場定着の取組みとして定期のフォロ
ー面接を実施 

・次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主
行動計画書を作成（ワークライフバランスの向
上・地域の課題や子どもとのつながりを尊重） 

３.経理係 

・情報の公開 
 法人の計算書類等を法人及び関係機関を利用し

公開 各団体の調査等にも積極的に協力を行う 
・食料品価格高騰物価高騰対策支援金として滋賀県

と高島市に申請を行い法人全体で 7,290 千円の
支給を受けた 

・指定管理契約満了したやまゆりの里拠点の清算処
理を行い、期末繰越 24,341 千円を繰入れた 

・期中各事業所の設備投資並びに修繕等においては
法人内各拠点間により資金調達を実施し決算資金
として当座貸越の短期運営資金借入金を活用した 

・中期計画における目標財務分析実績値 
 経常増減差額率 △4.2％（目標：2.0％以上） 
 労働生産性 4,357 千円（目標 4,000 千円以上） 
 流動比率 407.6％（目標 200％以上） 
 固定比率 84.7％（目標 100％以下） 

4.フードサービス係 ・別紙記載  
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2023 年度 法人事務センターフードサービス係 事業報告 

 

 

1. おいしい食事の取り組み 

① 季節感のある行事食や面前調理、喫茶、お菓子作りなどご利用者と共に楽しみを感じられる食事の取り

組みを行った。特に、多職種協働で開催した秋祭りやもちつき等ご利用者に喜んでいただいた。 

② 調理や提供の方法を見直し、さわの風で 7/21～クックチル製品を試行的に導入した。結果、あまりよ

い評価が得られなかったため、検討を重ね、11/1 から手作りの料理とクックチル（市販品）を組み合

わせ、献立は主食と副食（主菜 1 品・副菜 1 品）に変更した。調理業務の省力化を図ることと満足度

の向上が得られ、改善できた。本部も、価格が不安定な食材や人員減対応のため、一部さわの風で使用

している市販品を業務省力とコストのバランスを見て上手く活用することにした。今後も、費用対効果

が得られるように取り組んでいく。 

2. 栄養ケアの充実 

① 感染症の流行時（清風荘 4 月インフルエンザ、清湖園 1 月新型コロナ・インフルエンザ）には、多職種

での情報共有に努め、食欲不振等の対応（食事形態変更等）を行った。 

② 湖西圏域栄養ケア検討会に参加し、一貫した栄養管理を目的に、他施設（病院）との連携・情報共有の

仕組み作り、食事形態一覧表作成に取り組んだ。 

③ 栄養マネジメント業務を効率的に行えるよう適宜業務分担等の見直しをしていったが、介護ソフトケア

カルテの導入によって、栄養ケアの非効率化や栄養士 2 名の育休、また、さわの風クックチル製品導入

の取り組みに、栄養業務の複雑化、煩雑化に労力を費やした。取り組みによって得たものを今後に活か

し、ケアカルテについても（モニターとなり）改良が見込まれるので、栄養ケアを充実させていく。 

3. 業務継続計画（BCP）-食事提供計画の策定-（2024.4～義務化） 

① 備蓄食料を見直し、通常献立の完調品や喫茶用ジュースの活用、発災直後の食料計画等変更した。 

② 点在している非常食、器具の点検、把握ができた。 

③ ＢＣＰ委員会や訓練により、炊き出し準備のところまで行うことができた。さらに、炊き出し訓練を進

めていく。また、マニュアルの食事提供方法について、追加修正が必要であり、BCP 委員会と連携し、

継続的に見直し、更新していく。 

4. 食の安全のためのリスク管理 

① フードサービスのヒヤリハットノート活用の定着化、事故防止の意識付けができた。 

② 「整理・整頓・清掃・清潔・ルールを守る」の徹底。厨房内巡視を行った。 

③ 衛生管理マニュアルの定期的な見直しが継続してできている。 

5. 給食に係る経費の削減 

① 新調理の見直し等業務省力化と業務の標準化のため、真空調理をなくし、完調品の活用とメニューのサ

イクル化に切り替えることとした。（調理員減対応） 

② 物価高騰、継続的な食材費値上げ対策として、給食経費（食材費、人件費、その他関連経費）の把握、

分析のため、経理と連携し月毎に算出できるようにした。 2023 年度給食費平均 1,588 円/日
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2023年度　一人当りの食費平均金額（円/日）

  A.基準費用額の対象とされる食費（食材料費及び調理員人件費相当額）

　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配置基準上の栄養士は除く。

  B.　Aに水光熱費を含める。

　　 (単位：円）

2021年度 2022年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

食材費 953 919 869 880 901 840 881 850 951 708 800 862

人件費 769 719 708 697 702 726 709 671 573 593 617 586

消耗品 21 28 26 15 28 13 40 33 36 23 8 27

器具備品 10 1 16 4 1 13 2 1 1 12 0 4

保健衛生 24 16 13 13 11 18 20 20 19 18 17 21

合計 1,777 1,683 1,633 1,609 1,644 1,610 1,651 1,574 1,580 1,354 1,442 1,500

累積平均 1,730 1,697 1,675 1,669 1,659 1,658 1,647 1,640 1,611 1,596 1,588

食材費 953 919 869 880 901 840 881 850 951 708 800 862

人件費 769 719 708 697 702 726 709 671 573 593 617 586

水光熱費 92 88 85 81 78 82 79 83 81 83 88 82

消耗品 21 28 26 15 28 13 40 33 36 23 8 27

器具備品 10 1 16 4 1 13 2 1 1 12 0 4

保健衛生 24 16 13 13 11 18 20 20 19 18 17 21

合計 1,869 1,771 1,717 1,691 1,722 1,692 1,730 1,657 1,661 1,437 1,530 1,582

累積平均 1,820 1,786 1,762 1,754 1,744 1,742 1,731 1,723 1,695 1,680 1,672
　　　 *さわの風クックチル献立に変更（2023.7.21～10.31）を含めた平均値

2021.8改定後 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　　1,480円(50円↑） -236 -116 -153 -129 -164 -130 -171 -94 -100 126 38 -20

-346 -226 -263 -239 -274 -240 -281 -204 -210 16 -72 -130

*2024年度報酬改定　清湖園見直し　1370円→1400円

1,581 1,614

＊2022年度までは、やま

ゆりの里を含めた平均値

A

( 参考値）

1,523 1,540

清湖園（1,370円-A）

2023年度

請求金額との差額

風・さわ（1,480円-A）

B
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2023年度　給食に係る経費

法人全体 施設別食材平均単価（食材費/実施食数*3（通所は*1））
食材（予算） 72,902,000 清風荘 829
食材（執行） 61,878,779 じゅらく 795

執行率 84.88% 清湖園 870

さわの風 942
法人全体 　多機能 969
食材費 61,878,779
人件費 47,892,809
＊水光熱費は居住費に含む
消耗品 1,778,479
器具備品 384,341
保健衛生 1,244,476

総経費 113,178,884

＊令和5年度補助事業 法人全体
　滋賀県　食料品価格高騰対策支援金 3,826,000
　高島市　食材費高騰対策支援金 3,464,500

合計 7,290,500

食材費
55%

人件費
42%

消耗品
2%

器具備品
0%

保健衛生
1%

2023年度 給食に係る経費（法人全体）

食材費 人件費 消耗品 器具備品 保健衛生

支援金, 7,290,500, 
12%

食材費の支援金割合（法人全体）
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2023 年度 ゆ た か 会事業 報 告          施 設 名    特別養 護 老 人 ホー ム  清  風 荘               

【定員】入所 90 名 短期入所 20 名        【職員】常勤 59 名（内特定技能・介護 12 名）・非常勤 23 名 合計 82 名（常勤換算 69.4 名） 

 

施 

 

設 

 

運 

 

営 

取組事項 実 施 状 況 

1. 介護給付費 

・特養—稼働率 95.6％（前年度 94.2％＋1.4Ｐ） 
理由-①退所者 21 名（前年度 20 名） 
②入所システムを構築したことで、ほぼ空床なく経過し
たが、入院者が 1 月 2 月に急増した 
③入院日数延べ 66 名 1046 日（前年度+458 日） 

④１２月度から個別機能訓練体制加算（Ⅰ・Ⅱ）を算定 
・短期入所—稼働率 45.8％ 13 床だと 70.5％ 
（前年度 75.4％-4.9Ｐ） 

理由①入所や体調不良等によりキャンセルがあった 
②夏に新型コロナ集団発生があり、利用制限を行なった 

2. サービスの質 

職員の資質向上 

 

・看取り介護研修—事例を通してグループワークを実施（2
回計 27 名参加） 

・実務者研修通学講習 4 名（内 3 名特定技能） 
・特定技能（介護）１名 法人新任研修参加 
・認知症基礎研修 e‐ラーニング９名受講 
・歯科衛生の基礎について職員に対し、歯科衛生士、看護師

が個別指導を行った 
・業者を講師に招き、おむつの当て方研修を開催（参加者 47

名） 

・外部研修 
管理者 12 回、相談員 7 回、介護支援専門員 5 回、 
介護職員 42 回、看護師 1 回、事務員２回 
今年度はオンライン研修 2 回  

・職場の活性化,業務の効率化を図るため目標管理活動に取
組んだ 

・各種委員会活動による支援の強化（リスクマネジメント、 
身体拘束、虐待防止、排泄・褥瘡対策、感染症対策、広 
報、業務改善、サービス向上、３Ｓ） 

3. 要望等解決 

・要望受付 20 件（前年度 11 件） 
内容—職員の対応（10 件）施設からの連絡体制につい
て（4 件） 

・ご家族の疑問や不信感に対して第三者委員を交えての会
議を 2 回開催  要望に対しては、職員間で周知すると
ともに、必要時調整会議を行い、ご家族様と施設の間での
認識の共有に努めた 

4. 地域貢献等の促進 

・市ｹ崎区、清湖園、今津病院と共催でのふれあい交流会は
中止（コロナの為） 

・区内清掃活動参加 

・市が崎区との話し合いの場を開催（今年度第１回開催） 
・子供の居場所づくりフリースペース「ゆったり」を毎週 
 水曜日に実施（高 3 小 6 計 3 名） 

5. 防災訓練 

・事業所ＢＣＰ手引書を基に BCP 訓練 2 回実施 
(延べ 80 名）（水害・震度想定による訓練、合わせて安否
確認システムを使用しての通報訓練） 
関係機関、市ケ崎区民、民生委員等も参加 

・年間防災訓練計画に基づき、避難訓練 2 回（夜間想定２ 
回）消火訓練 1 回（消火器 3 名） 

・消防設備点検 2 回 
・滋賀 DWAT として能登半島地震２名派遣（延べ 9 日間） 

6. 環境美化 

保健衛生 

・感染症対策として手洗い、手指消毒、換気の実施 
・新型コロナウイルス、インフルエンザ対策-①職員の出勤

前検温、マスク着用、定期的な換気 ②面会制限（１階で
の面会） 

・職員の健康診断実施・3Ｓ活動による整理整頓の継続 
・インフルエンザ予防接種・新型コロナワクチン接種を実

施・紫外線空気清浄器、低濃度オゾン発生装置の設置 

7. 在宅支援等 

・短期入所生活介護-地域の担当ケアマネジャーとの連携を
密にし、在宅ケアプランと短期入所生活介護計画の整合性
を取りつつ、利用者支援を行った 

・利用者の方からの要望に応え日中の時間が充実するよう
に、レクレーション等を工夫し実施 
登録者 55 名（うち新規契約利用者 39 名） 

8. 人材育成 

・法人リーダー研修実施（4 名）・フォローアップ研修（3
名）・法人新任研修（4 名）・現任階層研修（2 名） 

・実務者研修講師登壇（3 名） 

・施設内研修—人権研修、虐待防止研修、感染症対策研修、
褥瘡対策実技指導研修等を開催・特定技能受入時研修 

・職員個人面接 
・滋老協研究大会で事例発表２件 

9 .人権活動の推進 
・外部機関開催の人権に関する研修に参加 
・障がい者就労支援に関する研修に参加 

・人権研修（虐待防止研修含む）視覚教材を活用し、全職員
対象で実施 

10.実習の受入れ 
・堅田看護専門学校施設実習 2 回（計 8 名） 
・トライワーク受け入れ１名 

・若狭医療福祉専門学校施設実習２回（計２名留学生） 
・今津中学職場体験実習１名 

11.施設整備･ 

備品等更新 

・ケアカルテ 記録･請求ソフト（3,773 千円） 
・ケアカルテ導入ＬＡＮ工事（2,640 千円） 
・ケアカルテ導入ＬＡＮ整備費用（762 千円） 
・ケアカルテ導入通信機器（549 千円） 

・厨房空調機更新（880 千円） 
・厨房空調機修理費（520 千円） 
・ベッド 5 台（931 千円） 

利 

用 

者 

サ 

ー 

ビ 

ス 

1 .生活支援･ 

個別支援 

・少しでも利用者個人に目が向けられるように職員の意識
変化を求めるため、ケアプランの評価表及びアセスメント
シートの記入やカンファレンスの参加を担当職員に位置
付けた 

・看取り介護指針に基づき、看取り介護研修を実施 
・看取り後には、ご家族や職員へアンケートにて聞き 取り、

振り返りをした 
・今津病院言語聴覚士による食事姿勢の評価と指導、ミール

ラウンドの実施(延べ 31 名) 

・ケアカンファレンスの開催 212 件（内入所前カンファレ
ンス 20 件、家族参加（後見人含む）61 件、本人参加 0
件、看取り 10 件、振り返り 0 件） 

・褥瘡に関しては、毎月実施している委員会と連携し、早期
発見・早期対応に努めた 

・褥瘡予防用としてレンタルでクッション等を導入し、褥瘡
悪化の軽減につながった 

・作業療法士による機能評価・計画に基づいた機能訓練を実
施（延べ 3300 名）し、機能維持に努めた 

２. 健康管理 

・今津病院嘱託医との連携の下、急変や体調不良の早期発見
に心がけ、健康管理、疾病治療において適切な医療サービ
スを受けられるように努めた 

・施設での看取りを希望された利用者 7 名の終末期ケアを
行った 

・肺炎球菌ワクチン予防接種 2 名〈R5 年度接種希望者〉 
・定期健康診断-５～６月に 84 名、入所時健康診断-20 名
実施・インフルエンザ予防接種-80 名に実施 

・新型コロナワクチン前期 65 名後期 60 名に実施 

・感染症対策に努め、利用者、職員の手指衛生の徹底、マス
クの着用、各居室の加湿器の使用、換気を行い、感染源と
なる箇所を消毒し、感染防止を図った 

・歯科衛生士による口腔ケアを週２回実施し、口腔機能の向
上に取り組んだ  

・リラクゼーショントレーナーによる拘縮、浮腫の軽減を週
１回実施 

・新型コロナウイルス感染症 7/5～9/16 利用者 7 名職員
13 名感染、上記以外で利用者 4 名職員 8 名感染 

・インフルエンザ 12/6 利用者 1 名罹患 

３. 食の提供 

・多職種共同で季節感のある行事食を実施 
・利用者満足度の向上を目指し、利用者の要望を聞きながら

面前調理（7 回実施。1 月はコロナ感染症流行のため中
止）や季節や暦に合わせた行事食を給食にて提供。引き続
き新型コロナ感染症予防対策のため、密を避け 2 回に分
けるなど規模を縮小して行った 

・BCP 食事提供計画策定のため、備蓄品の見直しや点検、
また、BCP 委員会や訓練参加によって食事提供準備のと
ころまで行うことができた さらに炊き出し訓練やマニ
ュアルの追加修正が必要なため、BCP 委員会と連携して
進めていく 

・物価高騰、経費削減のため発注量の点検、適宜食材の再選
定を継続して行った 

4. 主な行事実施状況 

・秋祭り 10 月、餅つき 12 月に開催 コロナ感染予防のた
め密にならないように 2 回に分けて開催 

・喫茶さざなみ 月 2 回開催、対象を分けて実施 

・各グループでの誕生会や季節行事、リクレーションの実施 
・感染対策を取りながら施設周辺の散歩 

5. ボランティア ・今津民生児童委員（車椅子清掃 2 回）のみ 他は新型コロナのため中止  
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特別養護老人ホーム　清風荘　（指定介護老人福祉施設　滋賀県第2572200059号） R6.3.31現在

◎開設年月日　昭和４９年３月８日　◎利用定員（長期入所）90名　　◎ショートステイ（短期入所）20名　◎協力医療等機関　　今津病院・高島病院・たつなみ歯科

1.職員配置数 ３．入所者住所地 ４．年齢・性別　入所者数

区分 区　　分 男 女 計

職種 市町名
旧措置者

ａ
Ｈ12.4月～

ｂ
計

ｃ（ａ＋ｂ） 55～64歳 0 0 0

施 設 長 1 1 大 津 市 2 2 7 65～69歳 0 2 2
事 務 員 1 1 甲 賀 市 0 70～74歳 1 3 4
生 活 相 談 員 3 1.5 兼務 湖 南 市 0 75～79歳 0 3 3
介護支援専門員 3 1.5 兼務 栗 東 市 0 1 80～84歳 2 7 9
栄 養 士 1 1 米 原 市 0 85～89歳 4 15 19
介 護 職 員 59 50.2 草 津 市 0 90～94歳 6 25 31
看 護 職 員 9 6.8 兼務 彦 根 市 0 95～99歳 1 18 19
機能訓練指導員 2 1.1 兼務 長 浜 市 0 3 100歳～ 0 3 3
調 理 員 3 3 守 山 市 0 1 合　計 14 76 90

医 師 1 0.1 嘱託医 野 洲 市 0 平均年齢 6年 5年 4年

介 助 員 近 江 八 幡 市 0 施設 89.5歳 89.6歳 88.6歳

営 繕 員 2 1.9 マ キ ノ 町 7 7 男性 87.5歳 87.5歳 84.5歳

そ の 他 3 0.4 PT・歯科衛生士･ﾘﾗｸ 今 津 町 46 46 女性 90.5歳 90.6歳 89.6歳

計 83 69.5 内４名兼務 朽 木 1 1 最小年齢 67歳

 1: 2 安 曇 川 町 15 15 最高年齢 102歳

高 島 町 8 8

２．要介護度別入所者数 新 旭 町 11 11 5.入所期間別状況

区　　分 他 府 県 0 0 6 ６ヶ月未満 １年未満 ２年未満

計 合 計 0 90 90 91 男性 4 0 3

要 介 護 １ 0 １日あたり　　介護報酬（6.4.1～単価見直し） 利用者負担（１割） 女性 6 8 14

要 介 護 ２ 8 食費 ３年未満 ４年未満 ５年未満

要 介 護 ３ 16 多床室利用料 個室 多床室 個室 男性 1 1 4

要 介 護 ４ 37 要 介 護 １ 573 589 女性 8 6 16

要 介 護 ５ 29 要 介 護 ２ 641 659 5年以上

合 計 90 要 介 護 ３ 712 732 男性 1 男性 2年5ヵ月

要 介 護 ４ 780 802 女性 18 女性 3年5ヵ月

※施設要介護度平均 3.97 要 介 護 ５ 847 871 平均 3年5ヵ月

（5年度末　平均要介護度3.99） 最長 12年3ヵ月

☆加算各種☆ ＊1単位10.14円で計算 最短 0ヵ月

☆現行どおり 加算は5.12.1～ ☆料金（単位）改定 ※日常生活継続支援加算　1日　36単位加算

※身体拘束廃止取組　　　　　　有 ※栄養ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算　　　１日　11単位加算 ※看護体制加算　　　　　　　1日　12単位加算（Ⅰ･Ⅱ算定）

※看取り介護体制　　　　　　　　有 ☆個別に加算 ※夜勤職員配置加算　　　　1日　13単位加算

※安全対策体制 有 ※療養食加算　　　　　　　　　　1食ごと　6単位加算 ※介護職員処遇改善加算　一月の総単価×8.3％

※（新）個別機能訓練加算Ⅰ　1日12単位 ※看取り加算　　死亡日1280単位　　前日及び前々日　一日680単位 ※介護職員特定処遇改善加算　一月の総単価×2.7％

※（新）個別機能訓練加算Ⅱ　1月20単位 　　死亡日以前4日以上30日以下　一日144単位　　31日以上45日以下　一日72単位※介護職員ベースアップ等支援加算　一月の総単価×1.6％

上記の単位（円）に下記の各種加算がかかります。

1480円

2 27 平均入所期間

14 76

居住費

3 13

7 30

855円 1171円

サービス料金

0 0

2 6 単位

73
45.8

入 所 者 ： 介 護 看 護 職 員  1:3

入　所　者　数

男性 女性

3

1

1

入　所　者　数 待機者数
(R6.3.1
現在）

36.7

現　員
配置
基準

常勤
換算

備考

1

1.1

1

1
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2023年度　清風荘(施設･短期)稼働率

介護老人福祉施設 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

要介護1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 定員　90名

要介護2 113 155 150 142 186 180 186 183 217 237 226 228 2,203

要介護3 424 437 411 448 429 447 465 445 496 482 435 501 5,420 入所　20名

要介護4 1,204 1,308 1,311 1,298 1,220 1,189 1,171 1,075 1,088 1,142 1,044 1,067 14,117 退所　21名

要介護5 833 821 781 818 813 773 879 891 835 818 692 816 9,770 待機者91名

合計延べ利用者数 2,574 2,721 2,653 2,706 2,648 2,589 2,701 2,594 2,636 2,679 2,397 2,612 31,510

令和5年度稼働率（%） 95.3% 97.5% 98.3% 97.0% 94.9% 95 .9% 96.8% 96.1% 94.5% 96.0% 91 .8% 93.6% 95.7%

令和4年度稼働率（%） 91.6% 93.9% 96.3% 97.5% 96.8% 93.3% 91.1% 91.4% 92.8% 93.2% 96.2% 96.7% 94.2%

令和3年度稼働率（%） 95.6% 94.4% 95.2% 93.8% 91.5% 89.5% 90.0% 89.9% 90.6% 91.8% 92.5% 90.9% 92.2%

短期入所生活介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 定員　20名

要支援２ 6 0 9 0 2 0 6 13 0 0 7 0 43

要介護１ 30 30 32 40 58 44 43 53 40 44 45 15 474

要介護２ 79 100 80 87 108 83 78 68 85 66 83 71 988

要介護３ 106 107 90 86 128 98 71 75 88 108 100 96 1,153

要介護４ 57 76 26 35 18 19 28 47 49 45 42 43 485

要介護５ 16 19 17 22 17 22 19 22 13 13 13 18 211

合計延べ利用者数 294 332 254 270 331 266 245 278 275 276 290 243 3,354

令和5年度稼働率（%） 49.0% 53.5% 42.3% 43.5% 53.4% 44 .3% 39.5% 46.3% 44.4% 44.5% 50 .0% 39.2% 45.8%

令和4年度稼働率（%） 63.2% 75.3% 61.8% 60.2% 22.3% 45.2% 49.4% 47.3% 18.5% 42.1% 48.0% 55.2% 49.0%

令和3年度稼働率（%） 65.5% 75.5% 76.2% 76.3% 73.5% 82.2% 71.3% 64.7% 59.8% 57.6% 52.1% 59.4% 67.8%

SS13床での計算 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 R4.4月～SS13床で計算

令和5年度稼働率（%） 75.4% 82.4% 65.1% 67.0% 82.1% 68 .2% 60.8% 71.3% 68.2% 68.5% 76 .9% 60.3% 70.5%

令和4年度稼働率（%） 97.2% 115.9% 95.1% 92.6% 34.2% 69.5% 75.9% 72.8% 28.5% 64.8% 73.9% 84.9% 75.4%
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2023年度  ゆたか会事業報告                  施設名    さわの風     

 【定員】入所29名・短期入所１名          【職員】常勤14人・非常勤10人 合計24人（常勤換算16.7人） 

施 

 

設 

 

運 

 

営 

 

 

 

取組事項 実 施 状 況 

１.介護保険 

（特養稼働率）95.6％［前年度 96.8％ －1.2P］ 
入院総日数は403日［前年度 224日］ 
空白日数 64日 最短2日、最長11日で次の方の入所を実
施 
空床が最小限に抑えられるよう、待機上位者への重要事項の説
明などは早期に実施し準備を整えた 
平均要介護度は3.9 

（短期入所稼働率）96％［前年度 89% ＋7P］ 
空床を最大限に利用して頂けるよう、利用促進を行った 
 
（入所判定会）毎月1回開催公正且つ適正に行った。待機者数
の減少が見られ、3/31時点で17名の待機となっている 

２. ｻｰﾋ゙ ｽの質 

職員の資質向上 

（サービス向上委員会）質の向上、各部署の連携と情報共有、業務
改善を行なう目的に開催。参加者：総合施設長・施設長・多機能
管理者・介護支援専門員・介護副主任・ユニットリーダー・管理
栄養士・調理師・看護師・事務員 計12回開催） 

（マニュアルの整備と活用） 
食事・排泄・入浴・を主に介護手順マニュアルの更新を継続し、
統一したサービスの提供に努めている 

（リーダー会議） 
 ユニット間の情報共有と連携、リーダー同士で意見交換を行い

施設内の解決事項に取り組む事を目的に毎月1回実施した 

(目標管理活動) 
ユニットの目標を達成するために、毎月ユニットの会議で進
捗を確認し1年間を通して取り組みを行った 

（委員会活動） 
活動を通じて、入居者支援の強化と生活の質の向上を目指し
た［感染症委員会・事故防止委員会・身体拘束廃止検討委員
会・虐待防止委員会・褥瘡排泄委員会］ 

（施設内研修会） 
 虐待防止研修会や感染症研修会など定期的に実施した 
（資格研修） 介護職員実務者研修 1名参加 

３.要望等解決 
・法人統一の苦情要望受付票を活用し 34 件の苦情要望を受けつ

け、解決に向け取り組みを行った 
・要望の一例として、点眼に関する苦情要望があり適切な方法で

行えるよう是正をした 

４.地域交流促進 

・秋祭りやお餅つきなど近年取りやめていた行事を実施すること
が出来た 春の地域の祭りや盆踊りなども実施され、協力をし
た 入居者職員共に夜の盆踊りに参加をした 

・フリースペース「さわのそよ風」を毎週火曜日に実施を継続して
行った 

・２ヶ月に１回の運営推進会議にて意見を聞く場を設けている 
全6回予定通り実施し、3月の会議では自己評価の確認と地
域評価を地域の方 と々市役所の方にも入って頂き実施した 

・毎月1回ぬくもり食堂に参加 地域の方々 との交流をおこな
った 利用者延べ30名参加 

５.防災訓練 

・年間防災訓練計画に基づき、初期消火訓練、避難訓練（日勤想定・
夜間想定）を実施した 初めて原子力講習会も実施することが
出来た 

・消防設備点検を2回実施した 
 年末から3月にかけて沢区との防災協定の見直しを実施 お

互いに必要とすることは何かを話し合い、協定の締結を実施
した 

６.環境美化・保健衛

生 

・職員の健康診断（介護職員は年2回）とインフルエンザ予防接
種を実施した 

・利用者が気持ちよく過ごせるよう、ユニット内共有部・居室内の
清掃に努め、各ユニットで美化活動を行った。夏と冬に施設全体
で大掃除を実施した 

・ミニクローラによって、水道水と食塩にて生成する電解次亜水
を最大限に活用し消毒と清掃に活用した 

・外部業者による害虫駆除を年2回実施した 
・温度・湿度計を活用し適正な温度、湿度管理に努めた 

７.在宅支援等 

・空床ベッドを活用し、空床が出来た際には居宅に案内をするなど
積極的な活用を促した 

・家族の要望に出来る限り応え、また、緊急な受け入れにも柔軟に
対応しサービスを提供した 

・処遇困難なケースに積極的に対応し、地域における認知症高齢
者を含めて自立支援を促進した 

・可能な限り、在宅ケアマネージャー主催のサービス担当者会議
に参加し、情報の共有化を行った 

8.人材育成 

・法人リーダー研修 3名参加 
・実務者研修 1名参加 
・新人職員に対するOJTを実施 

・施設内研修  認知症研修、虐待防止研修、感染症研修 
        リスクマネジメント研修等実施 
・外部研修 虐待防止研修  
・滋老協研究大会 事例発表 
 食事が摂りにくい方への取り組みを発表し奨励賞を頂いた 

9.実習の受け入れ ・福祉体験・職場体験など小学生・中学生の受け入れを行った。  

10.施設整備 

備品等更新 

・エアコン3台入れ替え ２８０千円 
・スチームコンベンション修理 132千円 

・高圧気開閉器取替 440千円 

利 

用 

者 

サ 

ー 

ビ 

ス 

１.利用者自立支援

/ｹｱﾌ゚ ﾗﾝの作成 

・定期的なモニタリングやアセスメント、また退院後や状態変化に
合わせ、他職種が連携しケアプランを立案し実行した カンフ
ァレンス実施回数：78回 

・カンファレンスにはご家族にも参加頂き、意見を聞きながらケア
プランの立案が出来た 
ご家族参加件数：51件  ご本人参加件数：10件 

・例年同様9人の方のお看取りを行った ご家族をはじめ関係者
に看取り後のアンケートを取り、振り返りのカンファレンスを
実施した 

（専門職との連携） 
・言語聴覚士（ST・今津病院）に来所して頂き、嚥下状態が低

下や、食事形態の相談など月1回適正な評価をしてもらった 
より安全でおいしく食事が摂れるように工夫を行った 開催
回数：11回 相談人数：34名 STによる研修1回 

・作業療法士（OT・法人所属）が毎週木曜日来所し、集団リハ
ビリや個人リハビリ、リラクゼーション等を実施。来所時に
は、車椅子の座位姿勢や臥床時のポジショニングなどその都
度相談する事ができた。OT来所回数：28回  

２.健康管理 ・嘱託医の健康管理のもと、異常の早期発見、健康管理、治療にお
いて適切な医療サービスを受けられるように努めた 

・3月に利用者健診を外部業者により実施した 
・インフルエンザ予防接種実施 

・感染予防対策の徹底を行った 
・手洗いと消毒・換気・温度、湿度の管理・室内の清潔と消毒 
・週1回、嘱託医による健康管理実施 
・歯科訪問診療の実施（必要時依頼に応じて往診） 

３.「食」の提供 ・日々 の生活の中で大きな楽しみである食事について、利用者一人
一人に、嗜好や食事の形態、提供時間や方法など検討し対応して
いる 食器についてもこだわり、食事が引き立つ陶器の使用と
入所時にはなじみのある茶碗や湯飲みなどを持参頂いた 

・花見弁当や、喫茶、秋祭り、など食を楽しむ行事を毎月実施し
た。参加される皆さんが生き生きとされ、そのような姿を写真
にしてご家族に渡すことで喜ばれている 

４.主な行事実施状

況 

・毎年恒例の秋祭り・餅つきは、ご家族を招いて賑やかに実施する
ことができた、感染対策をとりながら楽しい時間を過ごして頂
くことができた 

・恒例となったブリの解体ショーを面前で行ない、多くの方々 に見
て頂く事ができ、とても喜ばれていた 

・ひな人形や五月人形、秋のススキやお正月のお花など玄関ホー
ルに飾り、季節を感じていただける工夫を行った 

・日 の々生活の中で、天候の良い日には玄関の外で食事をしたり
お茶を飲んだり、外気に触れリフレッシュすることができた 

5.ボランティア ・マキノ南小学校交流ボランティア・マキノ中学校ボランティア 
等少しずつ受け入れを再開した 
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2023 年度  ゆたか会事業報告       施設名 小規模多機能型居宅介護事業所 さわの風   

【定員】登録定員 24 名・通い 15 名・宿泊 6 名    【職員】常勤 8 人・非常勤 6 人 合計 14 人（常勤換算 10.2 人） 

施 

 

設 

 

運 

 

営 

取組事項 実 施 状 況 

1.基本方針 

① 在宅の要支援・要介護者が、通いサービスを中心に、ご本人の能力に応じた活動を職員と共に行い、住み慣れた地域で在宅

生活が継続できるよう支援に努める 

② 月 1 回以上介護支援専門員がご自宅を訪問し、ご本人、ご家族の要望に沿った形でｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを実施する 

③ その人の出来る可能性のあることに着目し、前向きな気持ちで生活を送ってもらえるように支援する 

④ 慣れ親しんだ地域で尊厳ある最期を迎えられるように、本人を支え、家族を支えていく 

2.

サ

ー

ビ

ス 

通い 

通いサービスは、ご本人・ご家族の状況に応じて、朝食の時間から、夕食後の時間まで臨機応変に対応を継続して行ってきた 

① 健康管理 主治医、家族、他事業所とともに連携し、日々の状態変化に対応を行った 必要時は受診等の対応も実施 

入院時は早期に病院と連携し、退院時スムーズに生活できるように努めた 

② 入浴   入浴回数を決めず、ご本人の意向や体調等を見ながら実施できるよう努めた 体調により入浴予定日に入浴出 

来なかった方は別日に入浴だけ来て頂いたり、1 日の中でも体調の回復をみて時間を変更したりと臨機応変     

な対応が出来た 

③ 日中活動 特養に来ている作業療法士による OT 体操へ一緒に参加、また体操のない日には歌体操（北国の春体操）や       

フラダンス体操を取り入れ、楽しみながら体を動かす機会を設けた 

歩行訓練の際には、自分の頑張りが意識出来るように廊下に 2 メートルずつ印をつけ、訓練後に記録用紙に色

を塗って達成感を味わっていただく工夫が出来た またご本人の自宅環境に合わせて、段差昇降訓練を取り入

れる等した 

毎月 1 回、「クッキングデー」と題し、給食を中止し買い物から調理、後片付けまでを利用者の方と一緒に実施

し、職員も一緒にいただくと言う取り組みを行った 利用者の方が活き活きと楽しそうに活動され、普段より

たくさん食べていただけたことも良かった 

日頃の創作活動の作品を地域の文化祭に出展し、作品を観に見に行きがてら参加することも出来た 

また、個人のアルバムは継続して作成し、年度末にご家族にお渡することができ喜ばれた 

回想法を活用し、残っておられる昔の記憶を引き出すことが出来た 

④ 送迎   事故なく安全に実施することが出来た 天候の状態やご家族の事情に合わせて、送迎時間など臨機応変に対     

応出来た また、車両の異常を発見し、早期に修理が出来た 

訪問 
毎日の定時の訪問に加え、緊急時の連絡が入った際には要望に沿い対応できるように努めた 独居の方には、他の方の送迎

時を利用しその都度、安否確認や宅配弁当の受け取り確認などの訪問をさせていただいた 

泊り 
定期的なレスパイトも含めた宿泊サービスの実施 また、緊急時に宿泊も実施している 独居の方に関しては、台風や地震

などに備え、もしもの時の為のお試しのお泊り体験のご要望があり実施し、実際に地震時には利用された 

3.介護計画 

① 居宅サービス介護計画書作成人数 40 名  作成回数 65 回 

② サービス担当者会議開催 15 回  集合会議はなるべく控え、書面や聞き取り等で開催とした 

③ 小規模多機能型居宅介護計画作成 40 名  作成回数 65 回 

4. 職 員 の 資

質向上 

利用者本位、介護技術、緊急時の対応、接遇研修、チームケア、3Ｓ活動、人権、レクレーション、身体拘束、認知症ケア、

アセスメント、ストレス研修、感染症研修、リーダー研修等に参加 

5. 地 域 交 流

促進 

① 毎月 1 回地域で行われている「ぬくもり食堂」に参加し、普段会われない地域の方と交流することが出来た 

② フリースペース事業「さわのそよ風」を継続している 毎週火曜日 17：30～21：00   

現在 中学生１名  18 歳女子 計 2 名が利用しているが、卒業生 4 名も参加している 

居場所としてくつろげる場所、落ち着ける場所として継続して実施している 

6. 環 境 美 化

保健衛生 

① 職員健康診断（介護職員年 2 回）とインフルエンザ予防接種、コロナワクチン接種を実施 

② 感染症（ノロウィルス・コロナ）・インフルエンザ等予防対策の強化として、毎日の手洗い、うがいの励行の周知徹底と出

勤時の健康状態の記録を継続している またテーブルや送迎車内などの消毒、毎食事時の手指消毒も徹底した 

③ 会議の前の腰痛体操の実施 

 

まとめ 

① 小規模多機能の強みである臨機応変な対応やサービスの組み合わせによって、新規で利用される本人が無理なく事業所や

サービスに慣れることが出来、利用される中で落ち着いて生活できご家族の安心に繋げられた 

② 朝昼夜と訪問に入っておられた方が入所されたり、訪問から通いに変更した方がおられるため、訪問回数が減り通いの人

数が増えた また行事などした時には、通い日でなくても声をかけて（ケアプランにも組み入れている）1 日の通い人数

マックス（15 名）まで参加していただいている為、通い人数が増えた要因であると思われる 

③ グループホームへの入所が１名、病院療養棟への入所が 1 名、特別養護老人ホーム入所が５名、サービス中止（契約終

了）が 1 名あった（状態が安定したとご家族が契約解除を希望） 

④ 運営推進会議を中心に地域との情報交換・共有の場を大切に出来た 

【登録者 要介護 5：1 名、要介護 4：2 名 要介護 3：2 名、要介護 2：5 名、要介護 1：3 名、要支援：6 名】 

【平均要介護度 2.5】 

【通い 1 日平均利用人数 11 人、月平均宿泊日数 110 日、 月平均訪問回数 67 回】 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

登録者数 20 20 20 20 20 20 20 21 22 22 22 21  

通い 334 319 332 332 318 403 348 327 339 437 302 301 4,092 

訪問 99 111 40 43 41 57 90 61 65 54 56 59 776 

泊り 100 83 97 104 127 104 126 103 130 136 112 99 1,321 

運

営

推

進

会

議 

1.構成員 
利用者、利用者家族、地域住民代表（区長、民生委員、老人会会長）、介護保険事業に知見を有するもの、行政、さわの風職

員で構成 全 14 名 

2.頻度 ２ケ月（奇数月）に１回、特養と合同開催 1 時間程度 場所：さわの風玄関ロビー 

3.内容 特養、小規模の事業経過報告、意見交換等、研修 

4.実施状況 

第 1 回 令和 5 年 5 月 22 日（月）13 名 第 4 回 令和 5 年 11 月 27 日（月）11 名 

第 2 回 令和 5 年 7 月 24 日（月）9 名 第 5 回 令和 6 年 1 月 22 日（月）11 名 

第 3 回 令和 5 年 9 月 25 日（月）14 名 第 6 回 令和 6 年 3 月 11 日（月）11 名 

運営状況の報告や意見交換など行うことが出来た 今年度は 6 回とも参集して会議を開く事が出来た 自己評価・地域評価

の意見交換も、初めて顔を合わせた形で行う事が出来た 資料に添付していた日頃の様子の写真や多機能だより（広報紙）

も継続している 推進会議委員である区長さんや民生委員さんと、防災協定について話を進める事が出来た 
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地域密着型小規模特別養護老人ホーム（小規模多機能型居宅介護事業所）　さわの風

◎開設年月日　平成23年8月1日　◎利用定員（長期入所）29名　　◎ショートステイ（短期入所）1名　◎協力医療等機関　　今津病院・マキノ病院・林歯科　

1.職員配置数    ※(　　　）内は多機能 4．年齢・性別　入居者数 7.入所者等の状況（特養）
区分 男 女 計

職種 0 0 0
施  設  長 1 0 0 0
管理者 1 1(1) 1(1) 0 0 0

生 活 相 談 員 1 1 1 兼務 1 1 2
介 護 支 援 専 門 員 1 1(2) 1(1) 兼務 0 3 3 4 29 29 3 1 1 1 1 1
介 護 職 員 9.7 19(12) 16.7(10.2) 2 5 7 5 29 29 2
看 護 職 員 1 3(1) 2(0.5) 4 6 10 6 28 29 1
栄 養 士 1 本体兼務 1 5 6 7 29 29 1 1 1 2 2 2
調 理 員 1 本体兼務 0 1 1 8 29 29 2 1 1
事 務 員 1 本体兼務 8 21 29 9 29 29 4
医 師 1 0.2 嘱託医 10 29 29 4 1 1 1 1 1

90 11 29 29 2
２．要介護度別入居者数(特養） 89.7 12 29 29 3 2 2 2 2 2

区　　分 90.4 1 29 29 4 1 1 1 1 1
男性 女性 計 80 最高年齢 102 2 29 29 4 2 2 2 2 2

要 介 護 １ 0 0 0 3 29 29 3 1 1
要 介 護 ２ 0 0 0 計 347 347 33 8 0 1 9 9 9 1 10
要 介 護 ３ 2 9 11 5.入所期間別状況 （人） 入院（月末時点）

要 介 護 ４ 1 8 9 1か月～ 3か月～ 6か月～ 1年～ 2年以上 8．基本的生活

要 介 護 ５ 4 5 9 3か月未満 6か月未満 1年未満 2年未満 （１）　食事状況 （人）

合 計 7 22 29 男性 1 1 1 1 4 自立

※特養　要介護度平均　3.9 女性 3 2 1 4 11 小計

3 7
要介護度別利用者数(多機能） 13 22

区　　分 16 29
男性 女性 計

要 支 援 １ 0 3 3 （2）　排泄状況 （人）

要 支 援 ２ 1 2 3 6.小規模多機能登録者住所地
要 介 護 １ 0 3 3 区　分 小計
要 介 護 ２ 1 5 6 町名 男性 女性 計 1 7
要 介 護 ３ 1 2 3 マ キ ノ 0 1 1 1 22
要 介 護 ４ 0 2 2 0 5 5 2 29
要 介 護 ５ 0 1 1 1 1 2
合 計 3 18 21 0 1 1 （3）　洗面・更衣状況 （人）

1 1 2
0 2 2 自立 一部 全介助 自立 一部

３．特養入居者住所地 0 1 1 2 2 3 7 1 2
区　　分 0 2 2 6 7 9 22 2 10

町名 男性 女性 計 0 1 1 8 9 12 29 3 12
マ キ ノ 町 7 15 22 10 1 1 2
今 津 町 1 5 6 3 0 1 1 （4）　移動状況 （人）

新 旭 町 0 0 0 1 0 1 1
安 曇 川 町 0 1 1 1 3 18 21 歩行 杖・老人車 車椅子 小計 手引 歩行器 車椅子 小計

朽 木 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 5 5
旧 高 島 町 0 0 0 2 0 0 5 5 3 1 13 17
合 計 8 21 29 17 0 0 7 7 3 1 18 22

入　所　者　数

白谷

入　所　者　数 女性

80～84歳

令
和
5
年
度

85～89歳
90～94歳
95～99歳
100歳～
合　計

最小年齢

配置基準 現員
常勤
換算

備考
年
度

65～69歳
70～74歳
75～79歳

そ
の
他

60～64歳

計
死
亡

（

再
掲
看
取

り
）

そ
の
他

計
月

入
所
者
数

左の内訳 新　規　入　所　者 退　　所　　者

高
島
市
内

入
院

（

再
掲
）

在
宅
・
家
庭

医
療
機
関

　　　　　　区別 要介助
合計

性別 一部介助 全介助 経管栄養

平均年齢
施設
男性

計 5 8 0 29

男性 1 3 0 7
女性 4 5 0 22

合計

字
入　所　者　数 性別 トイレ誘導 オムツ交換 留置カテーテル

男性 2 3 1 7

高木浜
蛭口 　　　　区分 洗面

合計

16 8 3

　　　　区分
自立

要介助

22
沢 計

2024/3/31

29

22

新保
計 14 29

更衣
合計

海津 性別 全介助

西浜
男性 4 7

女性 14 5 2

牧野

※多機能　要介護度平均　2.5

石庭

計 29

合計
性別

男性 7
女性 22

上開田
　　　　区別 自立 要介助

入　所　者　数 待機者
数 知内

女性 10

合　　　　計

中庄
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２０２３年度　 さわの風　(施設･短期・小規模多機能)　稼働率 （請求データに基づく） 2024年 3月31日

ユニット型地域密着型
介護老人福祉施設

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

要介護1 0 　定員：29名

要介護2 0 

要介護3 194 217 210 217 221 238 255 270 311 339 324 371 3,167 　入所　11名

要介護4 339 346 307 333 338 273 264 277 257 277 246 279 3,536 　退所　10名

要介護5 300 310 330 331 288 296 310 300 288 217 245 227 3,442 　待機者　19名

合計延べ利用者数 833 873 847 881 847 807 829 847 856 833 815 877 10,145 

2023年度稼働率（%） 95.7% 97.1% 97.4% 98.0% 94.2% 92.8% 92.2% 97.4% 95.2% 92.7% 96.9% 97.6% 95.6% 目標稼動率　96％

2022年度稼働率（%） 93.0% 98.6% 99.4% 98.0% 96.6% 93.6% 98.7% 93.7% 98.8% 97.1% 97.9% 96.6% 96.8%

2021年度稼働率（%） 98.0% 97.7% 95.0% 92.4% 94.2% 95.0% 98.1% 100.0% 97.2% 95.9% 95.1% 95.8% 96.2%

2020年度稼働率（%） 98.6% 99.6% 91.9% 93.3% 96.6% 96.8% 100.0% 96.0% 95.9% 96.5% 96.4% 99.3% 96.7%

ユニット型
短期入所生活介護

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

要支援･他 0 　定員：1名

要介護１ 5 7 5 4 7 4 8 9 49 （併設空床利用型）

要介護２ 8 8 5 8 6 8 9 12 64 

要介護３ 13 16 10 10 13 9 15 3 11 11 4 21 136 

要介護４ 3 2 10 9 13 11 11 23 11 10 103 

要介護５ 0 

合計延べ利用者数 21 24 18 25 29 33 42 30 29 38 23 40 352 

2023年度稼働率（%） 70.0% 77.4% 60.0% 80.6% 93.5% 110.0% 135.5% 100.0% 93.5% 122.6% 79.3% 129 .0% 96.2% 目標稼動率　90％

2022年度稼働率（%） 100.0% 80.6% 90.0% 93.5% 116.1% 100.0% 109.7% 96.7% 77.4% 38.7% 67.9% 96.8% 89.0%

2021年度稼働率（%） 90.0% 87.0% 116.6% 122.5% 96.7% 153.3% 148.3% 93.3% 100.0% 87.0% 128.5% 122.5% 112 .1%

2020年度稼働率（%） 93.3% 67.7% 110.0% 125.8% 83.8% 96.6% 93.5% 96.6% 83.8% 38.7% 85.7% 61.2% 86.4%

小規模多機能型
居宅介護

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

　利用登録者数 20 20 20 20 20 20 20 21 22 22 22 21 248 　登録定員：24名　

　　通い利用日数 334 319 332 332 318 403 348 327 339 437 302 301 4,092 　通い定員：15名　

　　訪問日数 99 111 40 43 41 57 90 61 65 54 56 59 776 　宿泊定員：6名

　　宿泊利用日数 100 83 97 104 127 104 126 103 130 136 112 99 1,321 

要支援１ 1 1 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 28 　　※2023年12月1日から登録定員

要支援２ 3 3 3 3 2 2 2 2 2 3 3 3 31 　　　　　21名→24名

要介護１ 6 6 5 5 5 5 3 3 3 3 3 3 50 

要介護２ 5 5 4 4 4 3 4 4 5 5 5 6 54 

要介護３ 3 3 3 3 3 4 5 5 5 4 4 3 45 

要介護４ 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3 3 2 28 

要介護５ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

合計登録利用者数 20 20 20 20 20 20 20 21 22 22 22 21 248 

2023年度利用登録数（名） 20 20 20 20 20 20 20 21 22 22 22 21 20 .7  目標 登録定員に対して100％

2022年度利用登録数（名） 20 18 18 20 21 19 19 20 21 21 20 21 19 .8

2021年度利用登録数（名） 17 18 18 19 20 19 19 19 21 20 19 20 19 .1

2020年度利用登録数（名） 14 12 12 13 13 13 13 13 15 15 16 16 13 .8
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202３年度  ゆたか会事業報告         施設名  ケアハウス じゅらく    

【定員】入居２０名 １人部屋 18 室 ２人部屋 １室 【職員】常勤 6 人・非常勤 1 人 合計 7 人 

 

施 

 

設 

 

運 

 

営 

取組事項 実 施 状 況 

1. 利用状況 

・3 名の入居者、3 名の退居者（特養・サ高住・入院）
があり、新入居者は介護保険認定者（支援 2・介護１） 

・定期的に運営懇談会を開催、入居者からの意見を取 

り入れ施設運営に活かす 

・入居者の高齢化と重度化に伴い、生活面での見守り
や支援をしなければならない状況もある 

・清風荘の応援が欠かせない 特に夜間は特養の夜

勤者、宿直者による対応が必要な状況である 

2. サービスの質 

職員の資質向上 

 

・職場の活性化・業務の効率化を図るため３Ｓ活動や目
標管理活動に取り組んだ 

・サービスの質の向上を図るため「福祉サービス自己評
価基準」に基づき、サービスの点検と評価を実施 

・内部研修としては身体拘束廃止に向けた取組研修、
看取り研修、リスクマネジメント研修、KYT 訓練。 

 

3. 要望等解決 

・運営懇談会においての入居者からの要望はなかった

が、 
日常生活の中で入居者の声に耳を傾け、早期対応を心 
がけた 

・食事量や味付けについての意見は、食事時に口頭 

でいただく意見を献立表に書込み、残菜量も添え 
て厨房へ伝えた 

4. 地域貢献等の促進 ・清風荘の行事には、積極的に参加して交流を図った  

5. 防災訓練 

・年間防災訓練計画に基づき清風荘と合同で避難訓練 2 
回、消火訓練、BCP 訓練 2 回 

参加（夜間想定訓練では入居者 13 名参加） 

・消防設備点検２回 

6. 環境美化 

保健衛生 

・３S 活動により、整理・整頓・清掃に努め、共用部 

分の清掃は、清掃チェック表に基づき実施  
・浴槽水の水質検査（レジオネラ菌検査）は年 2 回実施 
・害虫駆除（６月・10 月）を実施 

・新型コロナウイルス感染症が「5 類感染症」に移行と
なった。①面会制限と外出自粛の緩和 ➁食事の席を
横１列から対面式に変更 ➂マスク着用と定期的換気

は継続 ④朝と午後の検温は継続 ・清風荘の感染症
対策委員会と活動し、感染症の予防に努めた 

・食中毒注意報や腸管出血性大腸菌感染症多発警報

の発令期間中は、入居者への手洗いと食品の取り
扱いへの注意喚起を実施し、衛生管理に努めた 

・感染症（ノロウイルス・インフルエンザ等）の予防

対策として運営懇談会で入居者へ手洗いとうがい
の励行を促した 

・施設内の手すりやドアノブ等を光触媒や除菌洗浄

水で拭き、廊下の換気や加湿器を使っての温度湿
度管理を行う 

7. 在宅支援等 
・ホームヘルプサービス（８名）やデイサービス（7 名）

等の在宅サービス利用の入居者については、担当ケア 
マネジャーとの連携を図り、じゅらくでの生活が
維持きるように支援した 

8. 人材育成 
・人事考課の自己評価をすることで業務に対する自己点

検となり、職務の意欲向上に繋がっている 
・規程変更については速やかに職員に提示  
・個人面接実施 ・リーダー研修に出席（4 回） 

9 .人権活動の推進 
・清風荘の研修会に参加し、人権に対する意識向上に努

めた 

 

10.実習の受入れ なし  

11.施設整備･備品等 

  更新 

・食堂天井灯の LED 化（500 千円） 
・412 号室畳表替､クロス張替（138 千円） 

・415 号室床修繕工事（121 千円） 

・給食提供において食器乾燥機（16 千円）や箸、食
器の買替え（58 千円） 

利 

用 

者 

サ 

ー 

ビ 

ス 

1 .生活支援･個別支援 

・生活は、入居者にとって「生活リハビリ」であるこ 
とを念頭に、見守りを基本として入居者の自立した生

活が維持できるよう心がけ、定期的に支援検討会議を
開催する 

・入居者の意向を聞きながら生活上で「援助すること」 

「援助しないこと」を明確にした支援方針・個別支援 
計画を作成。結果、職員は入居者に対して共通した 
視点で支援することができた 

・要支援や要介護の入居者の支援計画については、サ
ービス担当者会議に参加し、担当ケアマネジャー

作成のケアプランの内容を反映させた。また、新た
な問題点や課題等は、担当ケアマネジャーとの連
携を図り、問題解決を図った 

・生活しやすい居住空間の確保と転倒防止のため、不
用品の整理整頓等についても声をかけた 

・「聞こえの相談会」を JA の関連機関の協力で実施 

２. 健康管理 

・入居者の健康面に異常が見られた場合は清風荘の看 

護師へ相談や主治医・医療機関への診察を促し、側面
的な支援を行った 

・緊急時の対応に備え、医療機関（主治医）の把握、常

時服用している薬の把握に努めた 
・転倒及び介護予防のために理学療法士による「健康体

操」を実施（毎月 2 回、10 名前後の参加） 

 また居室内の転倒リスクの防止に努めた 
・「心の健康」として臨床心理士による面接を再開し、サ

ービス向上委員会議で課題を相談した 

・サポート体制を充実するために高島市社会福祉課

や民生児童委員との連携のもと“命のバトン”の設
置及び更新を継続している 

・「頭の健康教室」は継続して実施 

・入院者（７名の内 2 か月以上入院者 4 名、１名は 
 １週間から１か月の入退院を繰返したが、介護サ

ービスを見直し落着いている） 

・定期健康診断 19 名実施 
・インフルエンザ予防接種は全員実施 
・コロナワクチン接種も６回目を全入居者実施 

３. 食の提供 

・嗜好調査や給食会議は例年どおり実施、入居者のご意
見を取り入れ、美味しい満足していただける食事の提

供を行った 
・食べる楽しみ、選ぶ楽しみとして昨年度に引続き、月

１回の食事会と毎月の嗜好食事（出前）を実施 

・職員による検食の実施や昼食時に調理員の訪問を
開始した 直接ご利用者の意見、感想を聞き、改善

に繋げた 

4. 主な行事実施状況 

・月２回、特養の行事である喫茶さざなみへ参加 
・映画会（毎月 1 回から 2 回に増やした）  

・買物外出は中止としたが、金融機関支援は継続 

・お菓子作り（担当調理員、栄養士と連携で毎月開催） 
・外食行事を実施した（参加 7 名、出前 8 名） 

5. ボランティア 

・新型コロナウイルス対策を講じてボランティアによる
お楽しみレクレーションを再開、昔の道具・玩具を持

ち込んでの回想法や手芸をした 

・新たにパソコン教室の指導にボランティアを開拓
した 
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　ケアハウスじゅらく　入所者等状況一覧
令和6年3月31日　現在

事業開始年月日 平成１１年１１月　１日
　定　員 ２０名 ３．入所者要介護認定状況 ５．入所者住所地
　居室状況 １人部屋 １９室

２人部屋 １室 男性 女性 計 区分割合 男性 女性 計 1人室 2人室
2 4 6 32% 0
1 1 2 11% 0

１．職員状況 0 4 4 21% 0
区分 1 3 4 21% 0 1

職種 0 0 0 0% 0
施 設 長 1 1 兼務 0 2 2 11% 0
事 務 員 兼務 1 1 5% 0
生 活 相 談 員 1 1 1.0 常勤１ 0 0% 0

介 護 職 員 3 1以上 2.7 常勤１以上 5 14 19 100% 0

看 護 職 員 1 1
栄 養 士 1 兼務 ４．入所期間状況 0
調 理 員 1 1 兼務 2 2 4 1
医 師 男性 女性 計 2 10 12 5
介 助 員 2 1 3 0 0
そ の 他 1 6 7 0 0

1 4 5 0
1 2 3 1 1

計 7 3.7 0 0 0 1 1 1

1 1 5 14 19 8 0

5 14 19 令和からの人数

２．入所者状況　（年齢・性別） 平均入所期間 4年4ヶ月 3年9ヶ月 4年3ヶ月 6．待機者数
男 女 計 　8名（1名郵送での申込により情報量すくなく保留）

60～64歳 0 0 0
65～69歳 1 0 1 基本利用料金     (令和2年10月から、生活費と暖房費は料金改定があります。表は改定後の金額です。）
70～74歳 0 2 2
75～79歳 1 0 1
80～84歳 2 0 2
85～89歳 0 4 4
90～94歳 1 7 8
95～99歳 0 1 1
100歳～ 0 0 0

合　計 5 14 19
平均年齢

施 設 85.74
男 性 77
女 性 89

最小年齢 68歳
最高年齢 96歳

＝ 　＋ 　　　＋ ＋ 　   ＋

　 　　冬期：11月から3月まで 上下水道代

※ 電気、電話料金は入所者自身での個別契約となり実費負担

区　　分 入　所　者　数 区　　分 入　所　者　数 入所申込者数
市町名

自 立 大 津 市
要 支 援 １ 東 近 江 市
要 支 援 ２ 湖 南 市

人数
常勤
換算

備　　考
要 介 護 １ 栗 東 市
要 介 護 ２ 湖 北 町

配置基準

要 介 護 ３ 草 津 市
要 介 護 ４ 高 月 町
要 介 護 ５ 木 之 本 町

合 計 西 浅 井 町

彦 根 市
長 浜 市

入　所　者　数 マ キ ノ 町
今 津 町

１年未満 朽 木
１年以上 安 曇 川 町
３年以上 高 島 町
５年以上 新 旭 町

１０年以上 他 府 県

１５年以上 合 計

合 計

項　　　目 内　　　容 算　出　方　法 金　　　額

　生 活 費 毎日３回の食事代
共用費用

一律金額 44,500円
 (R1.10から800円増)

　事 務 費 人件費
保健衛生費等

本人の前年の収入に応じて算定  10,000円
　～ 84,900円

　管 理 費 家賃相当額

　[管理費基礎額 ４００万円]

分割納入方式
　 管理費基礎額＋利息を240ヶ月で
　割った金額を月々納入
　(平成30年4月1日から分割納入方式のみ）

１人部屋の場合

毎月 16,910円
　　　～17,430円

１ヶ月の
利用料金 生活費 事務費 管理費

共用部分の暖房費
1,960円（R1.10から30円増）

その他
の費用



- 20 - 

 

202３年度  ゆたか会事業報告                 施設名   障害者支援施設 清 湖 園               

【定員】入所 60 名・生活介護４０名・短期入所 4 名・日中一時支援 3 名【職員】常勤３６名・非常勤 18 名（常勤換算 54.2 名） 

施 
 

設 
 

運 
 

営 

取組事項 実 施 状 況 

1. 介護給付費 

・施設入所支援—稼働率 81.４%（-2.6P） 
・退所者 9 名（死亡 5 名・長期入院 2 名・他県移住１名） 
（入院延べ 705 日、外泊延べ 135 日）入所 2 名  
・生活介護事業—稼働率 99.1% 

・短期入所—稼働率 29.5％（-20P） 
・ほろん拠点と会議を定期的に開催し、地域のニーズの共

有と、入所定員削減と 1 階スペースの活用についての検
討も継続して行った 

2. サービスの質 
職員の資質向上 

・虐待防止委員会を毎月開催し、自己チェックリスト 1 回、
権利擁護、虐待防止の取組についての研修会を開催 

・施設内研修-虐待防止研修 
・11 月虐待通報事案発生（行政通報）1 件※詳細別紙 3 

・目標管理活動・３Ｓ活動（グループ中心） 
・委員会活動月 1 回（虐待防止、ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ、品質管理、ﾘ

ｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、感染対策、日中活動、３S） 
・9 月行事開催時重大事故（火傷）発生※詳細別紙２ 

3. 要望等解決 
・要望（苦情）等受付件数 5 件、職員の対応（解決済） 
・月例会やグループ会議で積極的な取り組みの啓発実施 
・利用者からの要望に対しては、毎月開催のグループ会議 

などで周知し、検討や対策を協議した 
・福祉サービス苦情解決研修会（滋賀県運営適正化委員会

主催）上級編 1 名・中級編 2 名派遣 

4. 地域貢献等

促進 

・子供の居場所づくりフリースペース「ゆったり」を毎週
水曜日に実施（高 3 小 6 計 3 名） 

・作業療法士の地域派遣延べ 5 回、４名の相談 

・『昭和のうたピアノ弾き語りコンサート（高島市、高島市
教育委員会主催）』へ音楽療法士を派遣した 

・各種団体への講師派遣を行った 

5. 防災訓練 

・年間防災訓練計画に基づき、避難訓練 2 回（夜間想定２回）
防災設備取扱講習会（1 回 3 名）消火訓練 1 回（消火器６名） 

・消防設備点検 2 回   
・滋賀県災害派遣福祉ﾁｰﾑ（しが DWAT）養成研修派遣 

・事業所ＢＣＰマニュアルをもとに清風荘と合同で訓練 2
回実施（水害想定による垂直避難訓練、震度６地震想定
による暫定期・初動期訓練、安否確認システム訓練）関
係機関、民生委員等も参加 

6. 環境美化 
保健衛生. 

・感染対策として職員・業者への手指消毒の徹底 
・感染症の拡大に伴い、次亜塩素酸ナトリウムによる消毒

の徹底と手洗い、加湿器の稼働、換気、マスク着用義務
付け、職員の出退勤時の体温測定、体調管理を継続 

・感染症対策マニュアルの随時見直し 

・面会制限継続により、WEB 面会を導入 
・３S 活動による施設内の環境整備に努めた（継続中）。 
・職員定期健康診断の実施 
（４月全職員、12 月夜勤職員） 

7. 在宅支援等 

・在宅生活の継続、介護者の負担軽減等の支援として在宅
生活支援登録者（重複）49 名（生活介護 13 名、日中一
時 12 名、短期入所 18 名、重症心身６名（内 13 名高
島市内在住） 

・作業療法士によるほろんからのリハビリ相談(３回５名)
に応じた さわの風へ派遣—個別訓練、車椅子適合、ポ
ジショニング、運動機能・ADL 評価、相談を延べ 841
回実人員 54 名 

8. 人材育成 

・管理者、サービス管理責任者等による対象職員面接を行
い、必要に応じて随時実施した 

（法人研修委員会開催の研修に参加） 
・階層別研修 2 名   
・リーダー研修 前期 5 名 後期 4 名 
・実務者研修の受講 1 名派遣 

（外部研修）喀痰吸引、パラスポーツ養成講座、全障協研
究大会、近障協 QOL 委員会、OJT 推進リーダー研修、
虐待防止研修、リフトリーダー研修、ケアガイドライン
研修、サービス管理責任者連絡会、近障協研究大会（事
例発表） 

・虐待防止マネージャー養成講座派遣 

9 .人権活動の推進 ・新任・現任研修会、月例文書等により啓発を行う ・（滋賀県）人権啓発推進連絡会議・研修会出席 

10.実習の受入れ ・若狭医療福祉専門学校生 2 名（9 月・2 月） ・佛教大学 作業療法学科 1 名 

11.施設整備･ 
備品等更新 

・パラマウントベッド３台 558 千円 
・屋上笠木防水工事       1,815 千円 
・２階、3 階階段電気錠工事   1,539 千円 
・リクライニング車椅子 2 台   297 千円 
・3 階介護浴槽一式、着衣ベッド 1,805 千円 

（国交相補助金）・介護浴槽、着衣ベッド、ｽﾄﾚｯﾁｬｰ 1,805
千円（１/２補助） 

（衛生費支援金）170 千円（感染症対策衛生品） 

利 

用 

者 

サ 

ー 

ビ 

ス 

1 .生活支援･ 
個別支援 

・個別支援計画については、実現可能な内容を中心に策定
し、身体拘束についても同時に同意を得る形に変更した
（ケアプランとして策定） 

・成年後見制度—利用７名（家族 2 名、法律事務所 3 名、
NPO 法人あさがお２名）保佐 1 名、補助 1 名 

（個別外出の支援） 
・ホームヘルプサービス利用での外出 9 名・ボランティアに

よる外出 1 名・自宅への外泊 10 名・家族との外出 6 名 
・利用者自治会への支援として役員会、喫茶座談会、総会

に参加した 

・作業療法士による入所者 32 名・通所者 1 名の計 33 名
に実施し、その他入所者に生活・心身や車いすの作成、
相談など色々な事項に関わり、最終的には入所 55 名、
通所 5 名、SS2 名延べ１625 回実施した 

・今年度の申請で車いす手動 6 台・電動 1 台が完成。その
他修理・改良・調整等多岐にわたりかかわった 
・車いす関係では延べ 138 名、172 件でであった 
・高齢化による機能低下や生活習慣の変化に応じて日常生

活の諸々の相談や自助具・ﾅｰｽｺｰﾙなどの保守点検、修理、
改良も継続的に行い対応した 

２. 健康管理 

・新型コロナウイルスクラスター発生3階12/31～1/18 
罹患者（利用者７名 職員９名） 

・インフルエンザ流行１/8～1/19（利用者７名・職員９名） 
各フロアーで制限しながら対応を行い、今津病院と早期
終息するよう連携と対応を行った  ※別紙１ 

・コロナワクチン接種も同意を得て実施できた 
・インフルエンザ予防接種 57 名 
・定期健康診断（５月、３月～4 月）実施延 110 人 
・滋賀県主催の喀痰吸引研修に 2 名派遣 

３. 食の提供 

・嗜好調査を年２回実施、自治会と給食会議により意見聴
取と改善提案等を協議 ・利用者からの意見要望につい
ても改善を実施 ・行事食 13 回（秋祭りでは模擬店を
開いた）リクエストメニューを聞き個人の嗜好に繋げた。
お菓子作りを毎月実施（10 回延べ 161 名：コロナ対策
のため 1 回中止）・喫茶ブルーレイク（10 回延べ 225
名：コロナ対策のため 1 回中止）・嗜好食事（10 回 369
人：コロナ対策のため 1 回中止） 

・物価高騰、経費削減のため発注量の点検と適宜食材の再
選定を継続し、複数献立（週３回）の見直しを行った 

・BCP 食事提供計画策定のため、備蓄品の見直しや点検ま
た、BCP 委員会や訓練参加によって炊き出し準備まで行
うことができた さらに炊き出し訓練やマニュアルの追
加修正が必要なため、BCP 委員会と連携して進めていく 

4. 主な行事実施状況 

・花見食事会（園内）、花見ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、紅葉ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、7/6 滋児
成協体育大会（10 名）、9/7 バーベキュー、9/29 花火
大会、11/20 秋祭り、2/8 ワークショップ（2 名）、
3/13 ワークショップ（4 名） 

・広報誌ほのぼのタイムズ、朝日通信を２回の発行 
・日中余暇活動の実施 
・家族の集いを 3 年ぶりに開催 参加者 27 名 

5. ボランティア 
・日赤奉仕団（車いす清掃）・利用者の嗜好品の買い物へボ

ランティア週 1 回（コロナ禍であったが支援有） 
・今津地区民生委員（車椅子清掃・ミシン掛） 

・日中活動—麻雀、将棋、オセロ、ネイルケア・カラオケ 
今年度からワンボッチャを定期的に月 2 回開催し定着
（コロナ感染クラスター中は中止・制限） 
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障害者支援施設　清湖園の現況 令和6年3月31日現在

開設年月日　昭和57年４月１日 認可定員 ： 生活介護事業　40名　　施設入所支援　60名 （現員　51名）　　　ショートステイ ： 4名 日中一時支援 ： 3名以内

１　職員の配置状況 ③ 病症類別利用者 ⑤日常生活介護状況

常勤換算 基　準 常　勤 非常勤 障害名 男 女 介護内容 区分 男 女

施設長 1 1 1 脳性マヒ 12 4 食事 自立 16 6
ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 2.5 1 2.5 頚椎損傷 2 0 一部介助 4 4
医師 0.1 1名以上 0 1 脊椎マヒ 1 0 全面介助 11 6
事務員 0 1 0 脳血管障害後遺症 4 0 起座 自立 12 3
看護師 5.47 2名以上 3 4 頭部外傷後遺症 2 1 一部介助 7 3
生活支援員 46.85 （1.7:1以上) 25.5 10.2 1 0 全面介助 12 10
作業療法士 1 1 1 リウマチ 1 0 立ち上がり 自立 9 3
栄養士 1 1 1 0 1 一部介助 4 3
調理師 1 1 0 その他の疾病 8 10 全面介助 18 10
歯科衛生士 0.1 0 1 計 31 16 排泄 自立 7 4
その他（管理宿直） 0 0 一部介助 6 1
臨床心理士 0.1 1 全面介助 18 11
音楽療法士 0.6 1 ＊おしめ使用者 14 13

合　計 59.72 36.0 18.2 54.2 着脱衣 自立 8 2

一部介助 5 9

２　利用者の状況 ② 受給者証区分別利用者 ④ 障害程度別利用者 全面介助 18 9

① 市町村別利用者 　（生活介護事業） 区分 男 女 入浴 自立 4 0

市町村名 男 女 支援区分 男 女 1級 24 9 一部介助 7 8

高島市 10 7 区分1 0 0 （再掲） 2級 5 3 全面介助 20 12

長浜市 6 0 区分2 0 0 3級 2 1 ﾄﾗﾝｽﾌｧ 自立 7 2
大津市 6 2 区分3 5 1 肢体不自由 34 16 一部介助 10 4
東近江市 1 1 区分4 2 1 療育手帳 A 3 4 全面介助 14 10
野洲市 0 1 区分5 5 3 B 3 3 車椅子使用 自立 19 6
近江八幡市 1 1 区分6 25 18 精神障害者保健福祉手帳 3 2 一部介助 2 4

湖南市 1 0 計 37 23 重度障害者支援加算（基本） 8 5 全面介助 9 6

彦根市 0 2 重度障害者支援加算（重度） 2 4 ＊補助具等で歩行 2 0
守山市 1 0 　（施設入所支援） ＊普通型車椅子 24 16
草津市 0 1 支援区分 男 女 ＊電動車椅子 6 2

甲賀 0 0 区分1 0 0 寝返り 自立 17 7

栗東市 0 1 区分2 0 0 一部介助 1 2

京都市 2 0 区分3 2 0 全面介助 13 7

宇治市 1 0 区分4 4 1

米原 1 0 区分5 4 3 ※経管栄養 3名
若狭町 1 0 区分6 21 12 ※カテーテル 3名

計 31 16 計 31 16 ※気管切開 3名
※人工肛門 0名

⑤ 年齢別利用者 ※施設の高齢化率　
男 女 ※施設平均年齢　　 58.5歳 率

～19歳 0 0 ※男性平均年齢 59.6歳 15%

20～29歳 2 1 ※女性平均年齢 56.2歳 38%

30～39歳 0 2 最年少 23歳 11%

40～49歳 2 1 最高齢 87歳 30%

50～59歳 13 4 6%

60～64歳 4 2

65～74歳 8 5

75歳～ 2 1

60歳以上

65歳以上

75歳以上（後期高齢者）

脳神経疾患

ALS

身体障害者手帳

年齢区分
50歳未満

50歳以上
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令和6年3月31日

施設 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

定員最大利用者数 1,800 1,860 1,800 1,860 1,860 1,800 1,860 1,800 1,860 1,860 1,740 1,860 21,960 定員60名

利用実績者数 1,509 1,614 1,567 1,591 1,555 1,476 1,478 1,405 1,481 1,421 1,332 1,446 17,875

令和5年度稼働率（％） 83.8 86.8 87.1 85.5 83.6 82 .0 79.5 78 .1 79 .6 76.4 76 .6 77 .7 81.4

令和4年度稼働率（％） 87.9 86.1 87.2 85.7 85.4 88.2 87.4 85.4 88.0 89.0 89.7 87.6 87.3

令和3年度稼働率（％） 89.9 86.8 87.9 92.6 89.5 91.7 94.5 91.8 89.6 88.7 89.2 86.0 89.9

令和2年度稼働率（％） 93.3 89.7 91.7 91.2 88.0 87.3 87.2 92.1 95.3 92.7 92.6 93.3 91.2

短期入所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

定員最大利用者数 120 124 120 124 124 120 124 120 124 124 116 124 1,464 定員4名

延べ利用者数 33 30 17 21 49 18 27 29 45 48 47 68 432

令和5年度稼働率（％） 27.5 24.2 14.2 16.9 39.5 15 .0 21.8 24 .2 36 .3 38.7 40 .5 54 .8 29.5

令和4年度稼働率（％） 72.5 98.4 80.0 83.1 66.1 60.0 55.6 51.7 34.7 39.5 34.8 54.0 61.0

令和3年度稼働率（％） 66.7 56.5 82.5 80.6 58.1 69.2 98.4 87.5 87.9 105.6 100.0 83.1 81.3

令和2年度稼働率（％） 92.5 87.1 71.7 85.5 81.5 45.8 71.0 65.8 52.4 43.5 30.4 56.5 65.3

　　　 生活介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 備考

定員最大利用者数 1,200 1,240 1,200 1,240 1,240 1,200 1,240 1,200 1,240 1,240 1,160 1,240 14,640 　　　　　定員40名

延べ利用者数 1,210 1,321 1,261 1,282 1,274 1,184 1,234 1,161 1,201 1,142 1,055 1,177 14,502 （平成27年4月、定員70名→60名に変更）

1068 1181 1109 1143 1121 1039 1083 1023 1072 1034 913 1030 12816 R4.4～定員60→40に変更

142 140 152 139 153 145 151 138 129 108 142 147 27,318

令和5年度稼働率（％） 100 .8 106 .5 105 .1 103 .4 102 .7 98 .7 99 .5 96 .8 96 .9 92 .1 90 .9 94 .9 99.1

令和4年度稼働率（％） 108.3 108.4 108.1 105.7 107.5 108.4 107.1 106.4 107.7 108.8 105.0 109.5 107.6

令和3年度稼働率（％） 85.3 85.5 84.8 88.6 88.7 88.5 90.1 91.5 89.7 88.8 84.0 82.8 87.4

令和2年度稼働率（％） 89.3 88.8 88.5 87.5 86.9 79.3 84.6 91.1 93.5 91.5 87.3 89.8 88.2 入所者は月日数－8日算定可

令和5（2023）年度　清湖園 稼働率

上段：入所者

中段：通所者

下段：合計
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2023 年度 ゆたか会事業報告               施設名 湖西総合在宅サービスセンターほろん 

【職員】常勤 23 名・パートタイム 7 名・ 登録ヘルパー12 名・その他 1 名 

取組事項 実 施 状 況 

総 括 

  

・健康管理、衛生：出勤時の検温や腰痛予防体操の実

施 １月には新型コロナウィルス感染症の感染拡

大に備えた県一斉抗原定性検査を介護職員２４名

に４回実施した 

・感染症罹患状況：新型コロナウィルス（職員５名、

利用者３名） インフルエンザ（職員３名、利用者

２名） 

・地域貢献等：西区サロンに 9 回（16 名）参加し 1

回はほろんの発表枠をいただいた 西区一斉掃除

に参加（2 名） スマホ教室を開催し地域住民１６

名の参加があった 
・防災、防犯関係：初期消火訓練、避難訓練（2 回）、

消防設備点検（2 回）、BCP 訓練（２回）、不審
者侵入対策訓練（１回） 

・設備、備品等更新：サーバー更新（117,150 円）、
便座取り替え（137,720 円）、トイレ扉取り替え
（366,000 円） 

・リスクマネジメント：ヒヤリハット 37 件、事故報告
18 件 

・要望等受付： 要望等連絡票１１件、うち 6 件を要望等
受付書で受付け、対応した 

・月例会（1/月）にて、研修報告（8 名）や施設内研修
（8 回）を行った 

・虐待防止委員会（月 1 回）：マニュアルや指針の作成、
研修会も開催し啓発に努めた 

・BCP 委員会（月 1 回）：業務継続計画作成、訓練実施。 
・人材育成：新任研修（１名）リーダー研修（１名）、フ

ォローアップ研修（2 名）、現任研修（1 名） 
・ほろんを地域にひらかれた場所になるために、「みらい

のほろん」と題し、職員で話し合いを行った 更には３
カ月間、福祉デザインゼミのゼミ生とともに「福祉拠点
をまちにひらく」を一緒に考え、ほろん拠点が本当の意
味でまちにひらかれるためのデザインを考えた 

障がい者社会 

参加促進事業 

・生活訓練事業：音楽療法士（８回）、作業療法士（０

回） 音楽療法士は講師の体調不良により上半期の

みの実施となり、作業療法士は今津病院との委託契

約を行たが依頼がなく、講師の交代や周知の方法に

課題が残った 

・スポーツ・レクレーション教室開催事業：12 教室

開催、関係団体とのコラボ活動を 5 回実施、延べ

184 人の参加があった 

・国スポ・障スポのボランティアに 16 人の方が登録

され今後の活動に目標ができ活気づいている 

・令和 4 年度音訳ボランティア養成講座を修了した 3 名

が 5 年度には、音訳サークル員と一緒に活動し「広報

たかしま」12 回、「議会だより」4 回を点字・音訳に

して市内の視覚障害者に届けることができた 

・手話奉仕員養成講座（入門）に 17 名が受講し、うち 1

４名が修了 実地学習にも積極的に参加され、手話検

定試験にも 4 名の方が挑戦し、それぞれの等級に合格

された 

働き・暮らし 

応援センター 

 

就業・生活 

支援センター 

 

被保護者 

就 労 支 援 事 業

等 

【働き・暮らし応援センター/就業・生活支援センター】 

・登録者総数 384 名（身体：45 名、知的：160 名、

精神：128 名、その他 51 名）うち新規 22 名 相

談総数は 4336 件で昨年より約 100 件の増加と

なった 

・職場体験 53 件、就職者数は 31 名 職場体験の件

数は令和 4 年度から 15 件増加し、コロナ禍にお

ける企業の慎重な受け入れ態勢から、コロナ前の状

況に戻った印象 

・市役所、介護施設等の障害者求人の情報発信を各福

祉就労事業所等関係機関に行った 障害者求人の

少ない圏域でもあるので、引き続き幅広く情報発信

し障害者雇用に繋がるよう努めていく 

【被保護者就労支援事業等】 

<被保護者：支援対象者総数 15 名>  

・対象者一人一人を取り巻く環境の確認や課題整理を関

係職と連携し、一般就労 1 名、就労継続支援 A 型事業 

1 名、就労継続支援 B 型事業 2 名、就労準備支援事業  

3 名などの実績となった 

<生活困窮自立相談：支援対象者総数 34 名>  

・将来を見据えた日常生活、社会生活の自立に向けて就

労支援を実施 一般就労 10 名、増収者 15 名、就労

準備支援事業 7 名などの実績となった 

・被保護者、生活困窮者とも、相談者本人の就労に関する

課題だけでなく、その他複合的な課題（家計管理、家族

との関係性等）も多く、関係機関と連携し支援を継続し

ている 

こころいちばん 

計画相談 

支援センター 

  

・契約者数 105 名（計画 54 件､モニタリング 310

件、加算 484 件） 

・新規契約者数：9 名、終了者数：11 名 終了者の

うち、清湖園入所者 6 名、在宅利用者が 5 名 施

設入所者の高齢化に伴い、亡くなるケースが多くな

っている 

・計画相談の担う役割の確認（委託相談との関係）が

必要と考え、他の市内の計画相談支援事業所も含め 

て機関型相談支援センターコンパスとの相談の場を

持つことができた 

・令和 5 年 11 月からは、2 名体制の相談支援専門員を

配置することができ機能強化型サービス利用費（Ⅲ）を

取得した（基本報酬１５０単位 UP） 

・相談支援専門員同士の引継ぎがスムーズに移行でき、

利用者に対しても安定し相談業務ができるようになっ

た 

こころいちばん 

居宅介護 

支援センター 

  

  

  

  

  

  

・年度当初利用者数 58 名（要介護 43 名、要支援

15 名）、常勤換算 2.2 名でスタートし、特定事業

所加算 A､ターミナルケアマネジメント加算を継続 

引き続き感染予防対策や職員が感染症になった時

や災害時対応の業務継続計画の作成の推進に努めた 

・身体拘束 1 件はあいりんつむぎ地域包括と情報共

有し現在対応中である 

・特定事業所集中減算では前期、後期とも紹介率

80％を超えて市へ理由書と内訳を提出した 審査

の結果減算適用なしとなった 

・介護保険課が行うケアプランチェックに１名（要介

護 3 男性）の計画書を提出した 

・医師会、薬剤師会、訪問看護協会とのグループワー

クに参加し職種間の連携の強化について協力しあ

える体制作りができた 

・法人内の事例検討会をさわの風のケアマネと共に 5 回

実施 法人内の情報共有も行うことができた 

・研修参加 44 回（Ｗｅｂ含む）、ミーティング 38 回、

月 1 回ケアマネ会議を開催した ヒヤリハットは 10

件で提供票作成に関することが 4 件で最も多かった 

再発防止に努めていく 

・介護支援専門員実務研修１名、三日間受け入れ 

・第 18 回滋賀県介護支援専門員研究大会で研究発表実

施 看取り期にケアマネが本来のマネジメントを行え

ているのか、意思決定支援にもつながるケアマネの支

援の在り方等課題も見えた 
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取組事項 実 施 状 況 

こころいちばん 

ホームヘルプ 

 サービス 

  

  

  

  

 

【介護保険】 

・平均利用者実人数 42.9（前年比 3.7 減）人/月 

・地域別：今津（20 名）、朽木（8 名）、マキノ（6 名）、

新旭（2 名）、安曇川（２2 名）、高島（1 名） 2024.3.31

現在 

・毎日型訪問の利用者の入退院や施設入所による契

約終了、職員の退職なども伴い、前年度より減少す

る結果となった 

【障がい】 

・平均利用者実人数 18.1（前年比 2.1 増）人/月 

・地域別：今津（6 名）、安曇川（4 名）、高島（3 名）、

新旭（2 名）、マキノ（1 名）、朽木（1 名）2024.3.31

現在 

・ペア訪問や介護保険サービスとの併用など一人当

たりの利用時間が増加している 

【福祉有償運送】会員数 82 名・登録運転手 9 名 

年間延べ利用者数 294 名・平均利用者実人数 11.6（前

年比 2.6 増） 

・新型コロナウィルスが５類になり、外出される利用者が

増加した 

【移動支援】 

・清湖園入所者の外出が増加した 

【総合】 

・コロナなどの感染症に関する事象は数件確認できたが、

関係機関との連携や訪問調整、感染予防に努めた 

・ヘルパー会議 21 回開催 

・研修会：全 22 回、延べ 46 人（全員）参加 

・職員の不足時には、清風荘、清湖園の応援を得てサービ

スを止めることなく提供できた 

わーくる夢 

・就労移行支援 

（定員 8 名） 

・就労継続支援 

 B 型 

（定員 22 名） 

・就労定着支援 

・生活介護 

（定員 10 名） 

  

  

  

  

  

【就労継続支援 B 型】 

・新規利用者 1 名、退所者 1 名（生活介護利用に変

更） 年間平均利用者数/日 14.9 人 

・コロナへの感染を不安に、通所を休まれている方

や、体調を崩し長期で休まれていた方もあり、平均

利用者数は昨年度より減少 

・月額平均工賃は 30,615 円と、年度当初の目標を

達成することができた 

【就労移行】 

・新規利用者 3 名、退所者 3 名  

年間平均利用者数/日 2.3 人 

・退所者 1 名は期間満了により、他の B 型利用とな

っている 

【就労定着支援】 

・年度初め 4 名の利用者であったが、次年度の利用は 2 名

となった（2 名の終了） 

・終了の方は 3 年間のサービス利用期間を満了しての終了 

その後の支援を働き・暮らし応援センターに引き継い

でいる 

【生活介護】 

・R4.４月より事業を開始し年度末時点で 5 名の利用者と

なっている（清湖園入所者２名、在宅 3 名） 

・生活介護の利用者については送迎を実施 

・排泄介助や食事介助といった身体介護が必要な方を受け入

れることで、職員の介護技術の向上が課題となっている 

【その他】 

地域で開催されるマルシェに出店、利用者の作成した作

品などを販売し、地域との交流ができた 
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[地域生活支援事業]

（1）生活訓練事業

1)作業療法士 訓練日数 参加実人数 0日 0人

2)音楽療法士 訓練日数 参加実人数 8日 1人

3)支援員(手話通訳者) 訓練日数 参加実人数 251日 24人

4)指導員 訓練日数 参加実人数 251日 ８３人

5)ピアカン 訓練日数 参加実人数 19日 ２人

6)パソコンエンジニア 訓練日数 参加実人数 22日 13人

（2）福祉機器リサイクル事業

（3）点字・声の広報等発行事業

1)点字広報（点字・拡大印刷等） 12回

4回

２）声の広報 12回

4回

[スポーツ、芸術活動等振興事業]

（1）スポーツ・レクリエーション教室開催等事業

・　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会　(5/14) 開催日数 参加人数 1日 9人

・　ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室　(5/19) 開催日数 参加人数 1日 13人

・　音楽に親しむ会　(5/28) 開催日数 参加人数 1日 10人

・　ﾏﾅｰ教室　(5/31)　視覚障害者協会主催 訓練日数 参加人数 1日 19人

・　ｽﾍﾟｼｬﾙｽﾎﾟｰﾂの広場　(5/20,6/24,11/11) 開催日数 参加実人数 3日 21人

・　ﾎﾞｯﾁｬ交流大会　(6/25) 訓練日数 参加人数 1日 15人

・　楽しいお話を聞く会　(7/8) 訓練日数 参加人数 1日 17人

・　水泳教室　(7/28,8/2,8/22,8/26,8/30) 訓練日数 参加実人数 5日 8人

・手話ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ　(10/1) 訓練日数 参加人数 1日 6人

・レクリエーション祭り　(10/7) 訓練日数 参加人数 1日 9人

・押絵教室　(10/29) 訓練日数 参加人数 1日 8人

・短期ﾊﾟｿｺﾝ教室　(10/31,11/7・14・21・28,12/5) 訓練日数 参加実人数 6日 6人

・Xmasﾂﾘｰ作り教室　(12/1・11・18) 訓練日数 参加実人数 3日 6人

・ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室　(12/23) 訓練日数 参加人数 1日 11人

・和みのヨーガ　(1/19) 訓練日数 参加人数 1日 3人

・丁稚羊羹教室　(2/8) 訓練日数 参加人数 1日 5人

・防災の出前講座　(2/25) 訓練日数 参加人数 1日 11人

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾝｻｰﾄ　(3/3) 訓練日数 参加人数 1日 7人

令和5年度　高島市障がい者社会参加促進事業報告書

広報たかしま　（5～4月号)

議会だより　(89,90,91,92号）

（2023年4月1日～2024年3月31日）

リサイクル実績 7件

広報たかしま　（5～4月号)

議会だより　(89,90,91,92号）
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障害者就業・生活支援センター事業

働き・暮らし応援センター事業

雇用安定等事業

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合　計

企業・一般就労 25 102 65 32 224

求職中 9 40 37 13 99

その他 11 18 26 6 61

（うち期間の新規登録者） (2) (3) (7) (10) (22)

合　計 45 160 128 51 384

◆就職及び離職、実習件数　（件）

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合　計

就　職 2 14 11 4 31

求　職 3 18 15 10 46

実　習 2 26 23 5 56

　　※実習（2日以下、委託訓練含む）

身体障害 知的障害 精神障害 その他

121 862 696 151 1,830

143 940 492 76 1,651

49 376 122 27 574

15 199 46 21 281

合計 (4,336件) 328 2,377 1,356 275 4,336

身体障害 知的障害 精神障害 その他

28 329 209 61 627

246 1,202 785 125 2,358

職場訪問（定着支援） 25 287 120 36 468

13 171 119 17 320

3 61 30 9 103

13 327 93 27 460

328 2,377 1,356 275 4,336

他機関への訪問・調整（個別ケース会議含む）

合計

延べ回数

来所

電話（メール・Fax含む）

職場開拓（個別支援）

家庭訪問

支援対象者障害種別

就職に向けた支援

職場定着に向けた支援

日常生活・地域生活に関する支援

就業と生活の両方にわたる支援

【個別支援】　支援方法

◆支援対象者に対する相談・支援件数（手段別）

2023年度 事業報告

◆障害種別・就業状況別の支援対象障害者（登録者）数（人） （令和5年4月～令和6年3月）　

※離職（契約期間満了の離職、転職による離職も含む）

【個別支援】　支援項目
支援対象者障害種別

延べ回数

◆支援対象者に対する相談・支援件数（内容別）
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こころいちばん計画相談支援センター　2023年度事業報告

計画作成（件数） モニタリング（件数）（更新時モニ含まず）

市内 市外 計 在宅 入所 計 市内 市外 計 在宅 入所 計 市内 市外 計 在宅 入所 計

4月 1 2 3 1 2 3 4月 22 6 28 17 11 28 4月 17 10 27 13 14 27

5月 5 1 6 5 1 6 5月 20 2 22 17 5 22 5月 13 15 28 5 23 28

6月 3 0 3 3 0 3 6月 22 4 26 18 8 26 6月 15 17 32 9 23 32

7月 3 0 3 3 0 3 7月 15 4 19 14 5 19 7月 20 9 29 15 14 29

8月 1 2 3 0 3 3 8月 28 5 33 23 10 33 8月 16 12 28 10 18 28

9月 3 2 5 3 2 5 9月 25 8 33 22 11 33 9月 16 11 27 10 17 27

10月 4 4 8 4 4 8 10月 16 5 21 13 8 21 10月 16 11 27 8 19 27

11月 1 0 1 1 0 1 11月 27 3 30 26 4 30 11月 33 26 59 22 37 59

12月 2 0 2 2 0 2 12月 24 5 29 21 8 29 12月 32 26 58 19 39 58

1月 2 1 3 2 1 3 1月 17 3 20 16 4 20 1月 41 24 65 29 36 65

2月 6 2 8 7 1 8 2月 21 5 26 17 9 26 2月 28 21 49 17 32 49

3月 3 6 9 2 7 9 3月 22 1 23 21 2 23 3月 34 21 55 24 31 55

54 54 310 310 484 484

計画作成の報酬（1522～10月、11月～1672）単位 モニタリングの報酬（1260～10月、11月～1410）単位 加算のみ報酬

※15,493円×件数～10月、11月～17,020×件数　 ※12,826円×件数～10月、11月～14,353×件数　 ※月の報酬-計画作成報酬-モニタリング報酬

4月 4月 ４月
5月 5月 5月
6月 6月 6月

7月 7月 7月
8月 8月 8月

9月 9月 9月
10月 10月 10月
11月 11月 11月

12月 12月 12月
1月 1月 1月
2月 2月 2月

3月 3月 3月
合計 合計 合計

加算のみ（件数）

計 計 計 計 計

46,479 46,479 397,606 359,128 95,888 78,978

計

2022年度 2023年度 2022年度 2023年度 2022年度 2023年度

92,958 46,479 320,650 333,476 131,709 76,880
61,972 92,958 307,824 282,172 139,584 86,267

77,465 46,479 371,954 423,258 146,941 66,427

92,958 46,479 230,868 243,694 121,077 64,714

139,437 123,944 320,650 269,346 148,966 79,950

77,465 77,465 423,258 423,258 147,279 99,350

77,465 34,040 359,128 416,237 131,872 134,557
30,986 17,020 282,172 430,590 114,114 125,925

154,930 136,160 282,172 373,178 132,881 136,687
77,465 51,060 269,346 287,060 66,942 120,779

4,171,516 1,521,254 1,207,281
170,423 153,180 346,302 330,119 144,001 136,767

1,100,003 871,743 3,911,930
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こころいちばん計画相談支援センター　2022年度事業報告

計画作成（件数） モニタリング（件数）（更新時モニ含まず）

市内 市外 計 在宅 入所 計 市内 市外 計 在宅 入所 計 市内 市外 計 在宅 入所 計

4月 2 1 3 2 1 3 4月 21 7 28 15 13 28 4月 32 22 54 25 29 54

5月 2 2 4 1 3 4 5月 20 4 24 19 5 24 5月 41 25 66 29 37 66

6月 4 2 6 3 3 6 6月 23 2 25 21 4 25 6月 35 25 60 24 36 60

7月 4 2 6 4 2 6 7月 17 1 18 16 2 18 7月 37 29 66 25 41 66

8月 2 3 5 2 3 5 8月 25 4 29 21 8 29 8月 30 24 54 22 32 54

9月 4 1 5 3 2 5 9月 24 9 33 23 10 33 9月 32 22 54 22 32 54

10月 5 4 9 3 6 9 10月 21 4 25 17 8 25 10月 36 22 58 30 28 58

11月 2 0 2 2 0 2 11月 19 3 22 20 2 22 11月 36 27 63 24 39 63

12月 5 0 5 4 1 5 12月 25 3 28 22 6 28 12月 23 26 49 24 25 49

1月 1 1 2 0 2 2 1月 19 2 21 18 3 21 1月 38 26 64 27 37 64

2月 6 4 10 5 5 10 2月 18 4 22 15 7 22 2月 28 20 48 19 29 48

3月 6 5 11 6 5 11 3月 23 4 27 21 6 27 3月 34 19 53 22 31 53

計 68 68 計 302 302 計 689 689

計画作成の報酬（1522単位+2単位～9月末） モニタリングの報酬（1260単位+1単位～9月末） 加算のみ報酬

※15,493円×件数　 ※12,826円×件数　 ※月の報酬-計画作成報酬-モニタリング報酬

4月 4月 ４月
5月 5月 5月

6月 6月 6月
7月 7月 7月

8月 8月 8月
9月 9月 9月

10月 10月 10月

11月 11月 11月
12月 12月 12月

1月 1月 1月
2月 2月 2月

3月 3月 3月
合計 合計 合計

加算のみ（件数）

小計 小計 小計 小計 小計

93,084 46,479 346,572 397,606 76,382 95,888

小計

2021年度 2022年度 2021年度 2022年度 2021年度 2022年度

46,542 92,958 320,900 320,650 71,632 131,709

46,542 61,972 333,736 307,824 72,665 139,584

93,084 77,465 397,916 371,954 99,009 146,941
77,570 92,958 295,228 230,868 73,978 121,077

123,944 139,437 294,998 320,650 118,893 148,966
155,140 77,465 346,572 423,258 107,923 147,279

123,944 77,465 256,520 359,128 67,421 131,872
77,465 30,986 307,824 282,172 78,121 114,114

77,465 154,930 384,780 282,172 111,607 132,881

61,972 77,465 282,172 269,346 90,630 66,942

3,911,930 1,125,559 1,521,254

139,437 170,423 397,606 346,302 157,298 144,001

1,116,189 1,100,003 3,964,824
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2023年度　こころいちばん居宅介護支援センター事業報告
　　　　　　　要介護度別月別プラン作成人数
要介護度 　　要支援 1・２ 　　要介護１ 　　要介護２ 　　要介護３ 　　要介護４ 　　要介護５　

月 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年

　4月 12 15 26 23 6 7 2 7 3 6 2 0 51 58
　5月 12 15 29 25 6 8 3 9 4 4 1 0 55 61
　6月 12 14 26 25 7 5 4 10 4 4 0 0 53 58
　7月 14 14 24 25 7 7 3 11 5 3 0 0 53 60
　8月 15 14 23 26 7 10 4 9 5 1 2 1 56 61
　9月 14 12 26 26 8 9 4 12 7 1 2 2 61 62
10月 14 12 23 28 7 9 5 13 6 1 1 2 56 65
11月 14 13 22 28 7 9 5 14 5 2 1 1 54 67
12月 14 13 22 27 9 7 5 15 4 2 1 2 55 66
　1月 13 11 20 26 8 6 5 15 4 2 1 1 51 61
　2月 14 12 20 26 7 6 5 15 4 2 0 1 50 62
　3月 12 11 21 28 6 7 5 16 4 3 0 1 48 66
合計 160 156 282 313 85 90 50 146 55 31 11 11 643 747

月別福祉用具レンタル及び購入件数・住宅改修件数 サービス担当者会議件数

その他の相談業務件数
福祉用具レンタル 　福祉用具購入 　　　住宅改修 担当者会議 その他相談業務

令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年 令和4年 令和5年

４月 29 45 0 0 0 0 4月 5 10 35 42
５月 30 38 0 0 0 0 5月 6 7 30 29
６月 38 40 1 0 1 0 6月 5 8 27 32
７月 41 35 1 1 0 2 7月 8 8 36 39
８月 43 43 0 1 1 1 8月 4 2 24 34
９月 43 39 0 3 0 0 9月 5 7 23 25
10月 45 44 0 0 0 1 10月 6 12 33 35
11月 44 46 0 0 0 1 11月 6 5 38 29
12月 41 38 1 0 0 1 12月 4 4 40 22
1月 51 41 0 0 0 0 1月 3 3 40 23
2月 36 38 0 0 0 0 2月 5 7 35 28
3月 34 43 0 0 0 0 3月 8 8 20 27
合計 475 490 3 5 2 6 合計 65 81 381 365

(件） （件）

合計

4月担当件数58名からスタートし、新規相談は定期的に受け入れできた。コロナが感染症5類になり通常の日常生活に戻ったが、罹患さ
れた時のサービス調整や自宅での療養生活は十分に整わず相談内容としては健康（体調不良）に関すること、サービス内容に関するこ
とが増加した。サービス担当者会議も通常の形で少人数で行い状態の変化が少ない場合には照会文書での書面意見徴収をおこなっ
た。福祉用具は昨年から貸与希望者が増加し、移動や生活動線に関する事は暮らしに直結するため環境設定を支援の中でも重要視し
た。要介護３以上利用者は在宅生活において家族の負担が大きくなり、介護のしにくさもあり施設申し込みの相談や老健への入所、そ
の後はサ高住やグループホーム入所などで支援終了となる傾向がみられた。
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R4 R4 R5 R5 R4 R4 R4 R4 R5 R5 R5 R5 R5

身体介護

利用時間

生活支援

利用時間

身体介護

利用時間

生活支援

利用時間

身体介護

利用時間

生活支援

利用時間

同行援護

利用時間

移動支援

利用時間

身体介護

利用時間

生活支援

利用時間

同行援護

利用時間

移動支援

利用時間

重度訪問

利用時間

４月 45 244 401 50 254 233 ４月 17 316 8 22 19 16 304 22 7 10 0

５月 45 250 214 47 255 259 ５月 17 309 13 17 16 17 365 16 24 19 0

６月 47 277 229 44 229 247 ６月 18 312 12 16 31 19 338 27 12 5 4

７月 48 258 227 43 249 234 ７月 14 314 13 12 22 18 355 21 12 20 0

８月 50 272 252 50 221 255 ８月 14 317 18 12 18 21 320 22 7 12 7

９月 51 258 220 43 217 212 ９月 15 285 18 11 9 21 358 23 14 30 4

１０月 45 245 289 44 235 200 １０月 18 290 12 23 24 19 345 22 3 18 2

１１月 46 230 221 42 214 191 １１月 16 279 20 24 17 20 355 25 18 30 4

１２月 45 220 219 38 175 165 １２月 16 292 20 11 7 18 354 27 3 7 5

１月 48 213 227 36 186 166 １月 16 256 22 7 13 15 345 28 1 14 0

２月 44 212 235 39 179 153 ２月 17 232 19 14 7 16 314 24 2 15 1

３月 45 304 250 38 167 139 ３月 14 321 20 9 19 18 342 29 10 8 2

合計 559 2,983 2,984 514 2,581 2,454 合計 192 3,523 195 178 202 218 4,095 286 113 188 29

介護保険（身体介護） 介護保険（生活支援）

令和５年度障害給付費実績

実人数月 実人数 実人数 月 実人数

令和５年度　　こころいちばんホームヘルプサービス事業報告

(単位・時間） (単位・時間）

令和４年度介護保険実績 令和５年度介護保険実績 令和４年度障害給付費実績
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障害給付費（生活支援）

令和５年度重度訪問介護

・介護保険の利用利用状況は減少傾向にある。それに比べ、障害サービスの利用は増
加している。
・新型コロナが５類になり外出される方が増えてきており、移動支援も増加。
・重度訪問介護の稼働を開始した。
・年度途中に職員の退職があったため、下半期の新規受け入れを抑えることになった。

障害給付費（身体介護）

障害給付費（同行援護） 地域生活支援費（移動支援）
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年　度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2022年度 10 6 11 9 11 8 11 8 9 7 10 9 109
2023年度 8 13 11 9 14 15 12 15 13 8 11 11 140
年　度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2022年度 24 22 22 22 23 16 31 20 24 18 22 23 267
2023年度 21 25 25 22 24 35 22 34 23 17 24 22 294
年　度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2022年度 32,200 22,600 24,800 25,000 27,400 18,000 48,700 30,100 28,800 16,800 23,700 24,000 322,100
2023年度 21,600 30,900 24,100 23,400 38,800 49,900 20,600 43,700 32,900 19,900 22,800 28,700 357,300

.

2023年度　福祉有償運送　別紙（前年度 比較表）

実
人
数

延

べ
人
数

利
用
料

２０２０年度からコロナの影響で利用が激減していたが、ようやくコロナ前の２０１９年
度とほぼ同数の利用者数となった。収入は２０１９年度実績までには達していないが、
新規登録者長期間利用のなかった登録者の利用再開がみられた。
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2023年度 ゆたか会事業報告 施設名：多機能型事業わーくる夢

事業名：就労継続Ｂ型（定員：4～5月16名・6月～22名）
年間開所日：255日 利用契約者：22人 年間利用者総数：3802人 
年間稼働率（定員）：74.5% 日/平均：14.9人 
退所者：1名（一般就労のため）
利用者の状況
障害種別 男性 女性 年代 男性 女性 地域別 男性 女性
身体 2人 5人 10代 0人 0人 マキノ 0人 1人
知的 6人 7人 20代 3人 1人 今津 6人 1人
精神 1人 1人 30代 1人 1人 新旭 1人 5人
発達 0人 0人 40代 1人 4人 安曇川 0人 3人
その他 0人 0人 50代 1人 2人 朽木 1人 1人

60代 1人 3人 高島 0人 2人 最高齢：82歳
70代 2人 1人 市外 1人 0人 最年少：22歳
80代 0人 1人

利用者工賃
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

売上 493,493 398,389 452,044 456,824 368,044 385,694 512,191 417,391 481,869 531,371 486,813 727,280 5,711,403

経費 57,891 4,146 20,569 8,525 5,375 1,165 24,094 4,494 2,466 17,047 60,485 31,107 237,364

工賃支払い額 435,602 394,243 431,475 448,299 362,669 384,529 488,097 412,897 479,403 514,324 426,328 696,173 5,474,039

平均工賃
Ｒ6年より平均工賃算出式改定 「年間工賃支払い総額÷（年間延べ利用者数÷年間開所日数）÷12月」

= 30,615円
事業名：就労移行支援（定員：4～5月6名・6月～8名）
年間開所日数：255日 利用登録者数：10名（うち就労アセスメント3名） 
年間利用者総数：618人（うち就労アセスメント21人）
就労アセスメント：新旭養護学校・北大津養護学校・滋賀大付属特別支援学校より1名ずつ
利用者の状況
障害種別 男性 女性 年代 男性 女性 地域別 男性 女性
身体 0人 0人 10代 0人 0人 マキノ 2人 0人
知的 0人 1人 20代 2人 2人 今津 0人 2人
精神 4人 2人 30代 1人 1人 新旭 0人 0人
発達 0人 0人 40代 1人 0人 安曇川 2人 1人
その他 0人 0人 50代 0人 0人 朽木 0人 0人

60代 0人 0人 高島 0人 0人
市外 0人 0人

退所・就職の状況
男性 女性 男性 女性
1人 1人 1人 1人
1人 0人

0人 1人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計・平均

開所日 20 20 22 21 22 21 23 22 21 21 21 21 255

利用者数 5 5 5 6 7 7 4 4 3 3 3 2

利用総数 75 82 80 70 84 73 46 33 33 18 15 9 618
平均

（人/日）
3.8 4.1 3.6 3.3 3.8 3.5 2.0 1.5 1.6 0.9 0.7 0.4 2.4

稼働率

（定員）
62.5% 68.3% 45.5% 41.7% 47.7% 43.5% 25.0% 18.8% 19.6% 10.7% 12.5% 6.5% 33.5%

体調不良（入院）

一般就労

退所理由 就職職種
医療・福祉

契約期間満了
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事業名：就労定着支援
利用契約者：4名 離職者：0人
利用者の状況
障害種別 男性 女性 男性 女性 地域別 男性 女性
身体 0人 0人 10代 0人 0人 マキノ 0人 0人
知的 1人 1人 20代 0人 1人 今津 2人 0人
精神 2人 0人 30代 0人 0人 新旭 0人 1人
発達 0人 0人 40代 3人 0人 安曇川 1人 0人
その他 0人 0人 50代 0人 0人 朽木 0人 0人

60代 0人 0人 高島 0人 0人
市外 0人 0人

男性 女性
0人 1人
1人 0人
2人 0人

事業名：生活介護（定員：4～5月20名・6月～10名）
年間開所日数：255日 利用登録者数：5名
利用者の状況
障害種別 男性 女性 男性 女性 地域別 男性 女性
身体 1人 2人 10代 1人 0人 マキノ 0人 0人
知的 1人 1人 20代 0人 1人 今津 1人 3人
精神 0人 0人 30代 0人 0人 新旭 0人 0人
発達 0人 0人 40代 0人 2人 安曇川 0人 0人
その他 0人 0人 50代 0人 0人 朽木 0人 0人

60代 1人 0人 高島 1人 0人
市外 0人 0人

区分 男性 女性
区分1 0人 0人
区分2 0人 0人
区分3 0人 1人
区分4 1人 1人
区分5 1人 0人

区分6 0人 1人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

開所日 20 20 22 21 22 21 23 22 21 21 21 21 255

利用者数 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

利用総数 33 43 57 44 45 51 55 51 52 50 50 50 581

平均
(人/
日）

1.7 2.2 2.6 2.1 2.0 2.4 2.4 2.3 2.5 2.4 2.4 2.4 2.4

稼働率
（定員）

8.3% 10.8% 25.9% 21.0% 20.5% 24.3% 23.9% 23.2% 24.8% 23.8% 23.8% 23.8% 21.2%

Ｒ6年3月31日現在

職種
事務補助
販売
医療・福祉


